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４
月　

日
貍
・　

日
豸
に

２３

２４

開
催
さ
れ
る
第
５
回
う
ま
か

ん
べ
ぇ
〜
祭
の
内
容
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
、 
市
民
団
体
な
ど　

の
団

１６

体
が
、
今
年
の
課
題
食
材
で

あ
る
「
ひ
が
し
や
ま
と
茶
う

ど
ん
」、「
東
大
和
市
産
の
ほ

う
れ
ん
草
・
狭
山
茶
・
小
麦

粉
」
の
い
ず
れ
か
を
使
用
し

て
、「
こ
れ
ぞ
東
大
和
！
」
と

呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
ご
当
地

グ
ル
メ
候
補
を
目
指
し
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
出
展
メ

ニ
ュ
ー
を
食
べ
た
皆
さ
ん
の

投
票
と
審
査
員
審
査
の
総
合

評
価
の
参
加
型
で
決
定
し
ま

す
。

　

ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
公
募

で
選
ば
れ
た
市
民
団
体
の
発

表
に
加
え
、「
東
大
和
発
！
ダ

ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
お
披
露
目
ス
テ
ー
ジ

な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は

決
定
次
第
、
順
次
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

う
ま
か
ん
べ
ぇ

〜
祭
実
行
委
員
会
（
産
業
振

興
課
）・
内
線
１
０
７
４
ま
で
。

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
と

２８

５
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

予
算
総
額
は
、五
三
五
億
九
、〇

四
五
万
五
、
〇
〇
〇
円
（
前
年

度
比　

％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

５.１

　

一
般
会
計
予
算
で
は
、
待
機

児
童
対
策
と
し
て
認
定
こ
ど
も

園
の
定
員
を
拡
大
し
、
休
日
保

育
や
学
童
保
育
所
の
延
長
保
育

に
よ
り
子
育
て
家
庭
の
就
労
支

援
を
行
い
、
学
校
教
育
で
は
テ

ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
等
の
配

置
に
よ
り
学
力
・
授
業
力
の
向

上
を
図
る
な
ど
、
日
本
一
子
育

て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
等
の
特
色
化
に

向
け
た
再
生
・
整
備
を
行
い
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

福
祉
の
行
き
渡
っ
た
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
は
、（
仮
称
）
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
東
大
和
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー　
は
〜
と
ふ
る

に
名
称
決
定
）
の
施
設
整
備
と
、

開
設
後
に
お
け
る
障
害
者
福
祉

施
策
等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
新
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
、
学
校
ト

イ
レ
の
洋
式
化
と
特
別
教
室
の

冷
房
化
な
ど
、
小
・
中
学
校
の

環
境
改
善
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※
概
要
に
つ
い
て
は
、
２
・
３

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

財
政
課
・
内
線
１

４
３
１
ま
で
。

自然を大切にし

きまりを守り、住みよい

郷土をつくりましょう

〔東大和市市民憲章（抄）〕

4 月23日（土）・24日（日）／都立東大和南公園 

日
本
一
子
育
て
し
や
す
い

日
本
一
子
育
て
し
や
す
い
 

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
 

平
成
 ２８
 年
度
予
算
 

日
本
一
子
育
て
し
や
す
い
 

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
 

市債（借入金） 
 

その他 

都支出金 

国庫支出金 

市　税 

市民税、 
固定資産税、 
都市計画税など　 

123億1,966万7千円 
（38.1%） 

（9.6%） 

45億300万6千円 
（13.9%） 

56億7,957万円 
（17.6%） 

歳入合計  
323億7,900万円 
（100.0％） 

16億7,653万円（5.2%） 
地方消費税交付金 

その他 

消防費 11億4,724万7千円（3.5%） 
　　　消防団活動・災害対策など 

衛生費 

教育費 

総務費 

公債費 
民生費 

東京都からの 
負担金、補助金など 

国からの負担金、補助金など 

繰入金、繰越金 
分担金及び負担金など 一般会計の歳入 

一般会計の歳出 

170億4,568万円 
　（52.6%） 

 
予防接種等の保健 
衛生、ごみ処理など 

市役所・市民センターの 
管理、防犯対策など 

学校の環境整備、 
公民館・図書館の運営など 

（　）内は構成比 

（　）内は構成比 （1.6%） 

28億870万円（8.7%） 

地方交付税 
17億5,000万円（5.4%） 

4億8,468万6千円（1.5%） 

51億3,341万2千円 
　（15.9%） 

31億1,268万8千円 
　（9.6%） 

23億9,999万6千円（7.4%） 

高齢者や障害者、 
児童などの福祉 

使用料及び手数料 

 
16億1,247万4千円（5.0%） 
市債（借入金）の返済 

14億1,728万5千円（4.4%） 
道路・公園の整備など 

歳出合計  
323億7,900万円 
（100.0％） 

公共事業の資金調達 
のための借入金など 

土木費 

午前 9 時30分 
       10時00分 
       10時15分 
       10時30分 
　 
       11時00分 
 
午後 1 時00分 
       1 時20分 
        2 時20分 

開会式 
オープニングパフォーマンス 
オープニングトーク 
特別音楽ライブ 
　 
～会場から生中継～ 
（Ｊ：ＣＯＭチャンネル東京生テレビ） 
ハミングホールダンスパフォーマンス 
市民団体発表ステージ 
特別音楽ライブ 

午前10時00分 
       10時15分 
       10時30分 
       11時00分 
      　　  正午 
午後 1 時00分 
　　 1 時20分 
       2 時20分 
        3 時00分 

オープニングトーク 
オープニングパフォーマンス 
ハミングホールダンスパフォーマンス 
市民団体発表ステージ 
特設お笑いライブ 
元気ゆうゆう体操パフォーマンス 
市民団体発表ステージ 
特別音楽ライブ 
閉会式 

１日目〔４月23日貍〕のイベント（予定） 

2日目〔４月24日豸〕のイベント（予定） 

【２日間共通のイベント】 

【同時開催イベント】 

午前10時～午後 3 時 
● グルメコンテスト（飲食販売・審査） 
● ステージイベント ● フリーマーケット 
● 喜多方市物産展　 ● 協賛PRブース 

4月23日貍 
うまかんべぇ～ウォーキング 
＜スタート＞ 場所：西武球場前駅 
　　　　　　 受付：午前 9 時30分～11時 
＜ゴール＞　 場所：うまかんべぇ～祭会場 
　　　　　　 受付：午後 2 時30分まで 

4月23日貍・24日豸 
旧日立航空機株式会社変電所特別公開 
時間：午前10時～午後 3 時 
内容：建物内見学、パネル展示（ガイド常駐） 

4月23日貍・24日豸 
＜東京都主催＞東京都パラリンピック体験 
　プログラム「NO LIMITS CHALLENGE」 
時間：午前10時～午後 3 時 
内容：競技体験（射撃・車椅子レース）、パネ 
　　　ル展示。23日貍には、射撃パラリン 
　　　ピアン田口亜希さんが参加します。 

東日本大震災義援金の受付期間の延長 受付期間を平成 29年 3 月 31日まで延長します。郵便局での振込み（手数料無料）、または福
祉推進課（市役所2 階）の募金箱までお願いします／問合せ　福祉推進課・内線113 2 まで

一般会計及び特別会計の予算総額
（単位：千円、％）

増減率平成 27年度平成 28年度会計名

  6.230,491,00032,379,000一般会計

  0.510,919,44310,977,178国民健康
保険事業

特　
　

別　
　

会　
　

計

  0.52,189,1832,201,210下 水 道
事　 業

△  3.1221,851214,982土地区画
整理事業

 10.35,444,2476,003,325介護保険
事　 業

  4.51,736,0121,814,760後期高齢
者 医 療

5.151,001,73653,590,455合　　計
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一　

般　

会　

計　

　

予
算
総
額
は
、三
二
三
億
七
、

九
〇
〇
万
円
で
、
前
年
度
当
初

予
算
に
比
べ
て　

％
の
増
と
な

６.２

り
ま
し
た
。

■
歳　

入
■

　

市
税
は
、
一
二
三
億
一
、
九

六
六
万
七
、〇
〇
〇
円
で
、
前
年

度
比　

％
の
増
と
な
り
、
歳
入

１.７

予
算
の　

・
１
％
を
占
め
て
い

３８

ま
す
。
税
目
別
で
は
、
市
民
税

個
人
の
給
与
特
別
徴
収
が
増
額

と
な
り
ま
し
た
が
、
市
民
税
法

人
は
、
税
制
改
正
の
影
響
等
に

よ
り　

・
５
％
の
減
と
し
ま
し

１３

た
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
は
、
新

築
家
屋
の
増
加
等
に
よ
り
、
前

年
度
比　

％
の
増
と
し
ま
し
た
。

１.４

　

地
方
交
付
税
は
、
総
額
で
一

七
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
を
見
込

み
、
こ
の
う
ち
普
通
交
付
税
は

一
五
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
で
、

前
年
度
比　

・
７
％
の
増
と
し

１０

ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
障
害
者
自

立
支
援
給
付
費
等
負
担
金
の
増

額
や
保
育
所
委
託
費
負
担
金
の

計
上
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比

　

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

１.６
　

都
支
出
金
は
、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
等
整
備
助
成
事
業
補

助
金
や
、子
供
・
子
育
て
支
援
交

付
金
の
計
上
等
に
よ
り
、
前
年

度
比　

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

７.６

　

市
債
は
、
二
八
億
八
七
〇
万

円
で
、
前
年
度
比　

・
６
％
の

１４

増
と
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
対

象
事
業
は
、
市
役
所
本
庁
舎
耐

震
補
強
事
業
や
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
新
築
事
業
な
ど
の
４
件

で
す
。
ま
た
、
国
の
地
方
財
政

対
策
と
し
て
の
臨
時
財
政
対
策

債
は
、　

億
円
で
、
前
年
度
比

１１

　

・
０
％
の
減
と
し
ま
し
た
。

１２■
歳　

出
■

　

総
務
費
で
は
、
中
学
生
の
広

島
平
和
記
念
式
典
へ
の
派
遣
等

を
継
続
実
施
す
る
ほ
か
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

住
民
票
の
写
し
等
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
交
付
に
よ
り
、

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
市
役
所
本
庁
舎
及
び
現

業
棟
の
耐
震
補
強
等
工
事
を
完

了
さ
せ
、
市
民
会
館
に
お
け
る

舞
台
設
備
の
更
新
工
事
を
行
う

な
ど
、 利
用
者
の
安
全
の
確
保
や

利
用
環
境
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

　

民
生
費
で
は
、
待
機
児
童
対

策
と
し
て
、
認
定
こ
ど
も
園
に

お
け
る
定
員
の
拡
大
や
、
保
育

士
等
の
人
材
確
保
に
係
る
経
費

を
計
上
し
、
休
日
保
育
や
、
学

童
保
育
に
お
け
る
延
長
保
育
を

実
施
す
る
な
ど
、
子
育
て
支
援

施
策
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、（
仮
称
）
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
開
設
に
向
け
て
施
設
整

備
等
を
進
め
、
障
害
者
の
日
中

活
動
の
支
援
や
就
労
支
援
等
を

行
い
ま
す
。

　

衛
生
費
で
は
、
妊
産
婦
に
対

す
る
切
れ
目
の
な
い
相
談
と
支

援
を
行
い
、
出
産
後
に
は
育
児

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
配
布
し
ま
す
。

そ
の
他
、
祝
日
等
に
お
け
る
歯

科
応
急
診
療
の
継
続
実
施
な
ど
、

保
健
・
医
療
の
充
実
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
廃
棄
物
の
減
量
に

向
け
た
飲
料
容
器
回
収
機
設
置

等
調
査
を
行
う
な
ど
、
環
境
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　

商
工
費
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
事

業
や
商
店
街
装
飾
灯
の
新
設
等

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
、

市
内
商
店
街
等
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
連
携
し
、
狭

山
丘
陵
や
多
摩
湖
な
ど
の
市
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　

土
木
費
で
は
、
耐
用
年
数
の

延
伸
と
歩
行
者
等
の
安
全
確
保

を
図
る
た
め
、
橋
り
ょ
う
修
繕

の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
必
要
な
地
域
幹
線
道
路
の

補
修
及
び
改
良
工
事
等
を
行
い

ま
す
。
そ
の
他
、
雨
水
対
策
と

し
て
、
雨
水
浸
透
施
設
の
設
置

な
ど
、
大
雨
時
の
溢
水
被
害
の

軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

消
防
費
で
は
、
災
害
対
策
用

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
や
、

避
難
所
の
備
蓄
食
料
の
整
備
な

ど
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
備

え
に
つ
い
て
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

教
育
費
で
は
、
テ
ィ
ー
ム
テ

ィ
ー
チ
ャ
ー
や
学
習
支
援
員
の

配
置
と
、
中
学
校
全
校
に
お
い

て
放
課
後
等
補
習
教
室
を
開
設

す
る
な
ど
、児
童
・
生
徒
の
学
力

向
上
を
図
り
ま
す
。 
ま
た 
、小
学

校
２
校
に
お
い
て
、
主
に
１
年

生
が
使
用
す
る
ト
イ
レ
の
洋
式

化
工
事
を
実
施
し
、
全
校
で
尿

石
除
去
清
掃
を
行
う
な
ど
、
利

用
環
境
や
衛
生
面
で
の
改
善
に

努
め
ま
す
。な
お 
、新
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
現
在

進
め
て
い
る
新
築
工
事
を
完
了

さ
せ
、
平
成　

年
４
月
の
稼
働

２９

に
向
け
、準
備
等
を
進
め
ま
す
。

　

次
に
、
社
会
教
育
費
で
は
、

吉
岡
堅
二
画
伯
の
生
誕　

年
を

１１０

記
念
し
て
、
作
品
を
デ
ザ
イ
ン

に
用
い
た
記
念
切
手
を
発
行
し
、

作
品
の
魅
力
等
を
内
外
に
発
信

し
ま
す
。
ま
た
、
貴
重
な
郷
土

資
料
と
し
て
、「
里
正
日
誌
」
の

刊
行
を
引
き
続
き
行
い
、
将
来

に
向
け
て
活
用
を
図
り
ま
す
。

そ
の
他
、
市
民
体
育
館
の
冷
房

設
備
の
設
計
や
ト
イ
レ
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
工
事
を
行
う
な
ど
、

利
用
環
境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

　

市
債
（
借
入
金
）
の
返
済
に

当
た
る
公
債
費
は
、一
六
億
一
、

二
四
七
万
四
、
〇
〇
〇
円
で
、

前
年
度
比　

％
の
増
と
な
り
ま

３.２

し
た
。
平
成　

年
度
末
の
市
債

２８

残
高
は
二
一
〇
億
四
、
七
八
六

万
八
、〇
〇
〇
円
で
、平
成　

年
２７

度
末
に
比
べ
て
一
三
億
九
、
二

六
九
万
七
、
〇
〇
〇
円
の
増
と

な
る
見
込
み
で
す
。

平
成
 ２８
 年
度
（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）

予
算
の
概
要
 

　　　　　 　基金（積立金）の状況　    （単位：千円）
平　成　28　年　度平成 27年度 末

現在高
（見込）

区　　分 年度末現在高
（見込）とりくずし額積立金

1,609,723618,4095462,227,586財 政 調 整 基 金

596,15960,000165655,994一 般 会 計 減 債 基 金

386,9191,020,0003531,406,566施 設 整 備 等 基 金

730073
上北台駅周辺土地区画整理
事業関連施設整備等基金

25,3020825,294り 災 救 助 基 金

182,940046182,894緑 化 基 金

39,51601039,506まちづくり文化基金

44,35201344,339長 寿 社 会 福 祉 基 金

2,884,9841,698,4091,1414,582,252合　　計

　　　　　 　市債（借入金）の状況　    （単位：千円）
平　成　28　年　度平成 27年 度 末

現在高
（見込）

区　　分 年度末現在高
( 見込 )

元金償還
見込額

起債
見込額

365,70551,85239,900377,657総務債（本庁舎耐震補強事業等）

269,22032,0260301,246民生債（福祉施設整備等）

5,6855,625011,310衛生債（保健衛生施設整備等)

1,904,133361,64302,265,776土木債(都市計画道路整備等)

3,471,182100,0931,668,8001,902,475教育債(学校教育施設整備等)

564,147108,6900672,837住民税等減税補てん債

32,00931,352063,361臨 時 税 収 補 て ん 債

13,915,927710,0141,100,00013,525,941臨 時 財 政 対 策 債

176,46014,7080191,168減 収 補 て ん 債

20,704,4681,416,0032,808,70019,311,771小　　計（一般会計）

10,291,6411,031,540476,10010,847,081下水道債（下水道事業特別会計）

30,996,1092,447,5433,284,80030,158,852合　　計

8 款　土 木 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○街路灯のＬＥＤ化に係る経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3,800万円
○橋りょう修繕実施設計委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 575万円
○雨水浸透施設設置工事費及び集水ます清掃等（雨水対策） 2,000万円
○地域幹線道路の舗装・補修、改良工事費　　　　　　　　　　　　　 1億 8,350万円
○歩道の改良工事費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 500万円
○コミュニティバス停留所ベンチ設置等工事費 130万円
○公園の長寿命化及び特色化に係る経費 6,066万円
○都市計画道路 3・5・20号線の用地買収に係る経費 3,331万円
 
9 款　消 防 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○災害対策用備蓄品の整備に係る経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　 857万円
○災害対策用マンホールトイレ設置工事費 　　　　　　　　　　　　　 680万円
 
10款　教 育 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○就学前児童に対する巡回相談の拡充に係る経費　　　　　　　　　　　　　 160万円
○通学路の防犯カメラ設置に係る経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　 996万円
○スクールソーシャルワーカーの配置等に係る経費　　　　　　　　　　　　 293万円
○協力指導員（ティームティーチャー）の配置に係る経費　　　　　　　　 2,469万円
○トイレ尿石除去に係る経費（全小・中学校） 194万円
○校舎外壁改修工事費（七小、八小） 1億 1,549万円
○災害対策用マンホールトイレ設置工事費 (小学校 5 校 ) 2,877万円
○学校トイレ洋式化に係る経費（小学校 2 校） 696万円
○就学援助の対象拡大に係る経費  245万円
○中学校特別教室冷房設備設置工事設計委託料（中学校 5 校）  866万円
○「里正日誌」の刊行等に係る経費 380万円
○吉岡堅二画伯の生誕 110年記念に係る経費（記念切手の発行） 93万円
○ここがふるさと・東大和の魅力発見・発信に係る経費 300万円
○市民体育館の冷房設備工事設計委託料、トイレバリアフリー化工事費　　 1,451万円
○新学校給食センターの建設及び運営準備等に係る経費 23億 9,116万円

2 款　総 務 費　 
○本庁舎及び現業棟耐震補強等工事費 3億 9,622万円
○まち・ひと・しごと創生総合戦略に係る経費 166万円
○平和事業に係る経費 401万円
○市民会館の舞台音響設備等の更新に係る経費 7,165万円
○コンビニエンスストアにおける住民票の写し等の交付に係る経費  1,597万円 
3 款　民 生 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○（仮称）総合福祉センター施設整備費等補助金 1億 8,000万円
○高齢者の会食事業に係る経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56万円
○地域密着型サービス事業所施設整備費補助金　　　　　　　　　　　 1億 7,442万円
○第 4 次障害者計画・第 5 期障害福祉計画の策定に係る準備経費　　　　　　 458万円
○（仮称）総合福祉センター開設に伴う自立支援給付等の経費　　　　　　  9,977万円
○休日保育の実施に係る経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 611万円
○保育士の宿舎借り上げ支援に係る経費　　　　　　　　　　　　　　　　　 258万円
○認定こども園における保育事業等に係る経費　　　　　　　　　　　 2億 8,477万円
○学童保育所における延長保育の実施に係る経費　　　　　　　　　　　　　 964万円
○生活困窮者の自立支援に係る経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2,851万円 
4 款　衛 生 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○妊産婦の相談・支援に係る経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 237万円
○育児パッケージの配布等に係る経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　 523万円
○救急医療体制の整備に係る経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5,157万円
○第二次環境基本計画の策定に係る経費　　　　　　　　　　　　　　　　　 324万円
○飲料容器回収機設置等調査委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 108万円 
7 款　商 工 費 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○新・元気を出せ商店街事業補助金（商店街装飾灯の新設等補助） 500万円
○商工会補助金（空き店舗の活用及び若手技術者の育成等に係る補助） 127万円
○うまかんべぇ～祭実行委員会運営費補助金 390万円

一般会計の主な事業（目的別） （単位未満四捨五入）　

 ▲ 子育て応援パック

調査へのご協力ありがとうございました 公共施設等に関する市民アンケート（平成 27年 12月実施）及び市民意識調査（平成 28年 2～3月実施）へのご協力ありがとうご
ざいまし た。今後、それぞれの報告書をまとめ、市のホームページ等で公表する予定です／問合せ　企画課・内線 1425まで
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４
月
１
日
付
の
部
課
長
級
人
事

異
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 〔　

〕内
の
職
名
は
前
職
で
す
。

◎
異
動

【
部
長
級
】

▽
議
会
事
務
局
長　

鈴
木
尚

〔
企
画
財
政
部
秘
書
広
報
課

長
〕

▽
企
画
財
政
部
参
事
兼
企
画
課

長
事
務
取
扱　

田
代
雄
己
〔
企

画
財
政
部
参
事
兼
企
画
課
長
兼

企
画
担
当
係
長
事
務
取
扱
〕

▽
総
務
部
長　

広
沢
光
政
〔
市

民
部
長
〕

▽
総
務
部
参
事
（
特
命
担
当
）　

北
田
和
雄
〔
総
務
部
長
〕（
再
任

用
）

▽
総
務
部
参
事
兼
防
災
安
全
課

長
兼
消
防
係
長
事
務
取
扱　

東

栄
一
〔
福
祉
部
生
活
福
祉
課
長
〕

▽
市
民
部
長　

関
田
新
一
〔
議

会
事
務
局
長
〕

▽
福
祉
部
参
事
兼
高
齢
介
護
課

長
兼
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
係
長
事

務
取
扱　

尾
崎
淑
人
〔
福
祉
部

参
事
兼
高
齢
介
護
課
長
事
務
取

扱
〕

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
事

務
取
扱　

関
田
賢
治
〔
監
査
委

員
事
務
局
参
事
兼
監
査
委
員
事

務
局
長
事
務
取
扱
〕

▽
監
査
委
員
事
務
局
参
事
兼
監

査
委
員
事
務
局
長
事
務
取
扱　

田
村
美
砂
〔
子
ど
も
生
活
部
市

民
生
活
課
長
〕

【
課
長
級
】

〈
企
画
財
政
部
〉

▽
行
政
管
理
課
長　

木
村
西

〔
環
境
部
ご
み
対
策
課
付
副
参

事
（
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生

組
合
派
遣
）〕

▽
秘
書
広
報
課
長　

五
十
嵐
孝

雄
〔
企
画
財
政
部
行
政
管
理
課

長
〕

▽
財
政
課
長　

川
口
荘
一
〔
企

画
財
政
部
財
政
課
長
兼
主
査

（
調
査
担
当
）
事
務
取
扱
〕

▽
検
査
担
当
課
長　

佐
伯
芳
幸

〔
都
市
建
設
部
下
水
道
課
長
〕

〈
総
務
部
〉

▽
副
参
事
（
人
事
給
与
制
度
担

当
）　

荒
石
恵
美
〔
都
市
建
設

部
下
水
道
課
庶
務
係
長
〕

〈
市
民
部
〉

▽
保
険
年
金
課
長　

越
中
洋

〔
市
民
部
保
険
年
金
課
高
齢
者

医
療
年
金
係
長
〕

▽
産
業
振
興
課
長　

小
川
泉

〔
市
民
部
副
参
事
（
観
光
推
進

担
当
）〕

▽
副
参
事
（
観
光
推
進
担
当
）　

闍
橋
宏
之
（
子
ど
も
生
活
部
子

育
て
支
援
課
長
）

〈
子
ど
も
生
活
部
〉

▽
子
育
て
支
援
課
長　

鈴
木
礼

子
〔
福
祉
部
福
祉
推
進
課
庶
務

係
長
〕

▽
副
参
事
（
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
施
策
推
進
担
当
）　

新
海

隆
弘
〔
福
祉
部
副
参
事
（
臨
時

福
祉
給
付
金
等
担
当
）〕

▽
副
参
事
兼
狭
山
保
育
園
長
事

務
取
扱　

梶
川
義
夫
〔
学
校
教

育
部
給
食
課
長
兼
第
二
給
食
セ

ン
タ
ー
長
事
務
取
扱
〕

▽
青
少
年
課
長　

中
村
修
〔
青

少
年
課
長
兼
青
少
年
育
成
係
長

事
務
取
扱
〕

▽
市
民
生
活
課
長
兼
市
民
協
働

係
長
事
務
取
扱　

大
法
努
〔
子

ど
も
生
活
部
市
民
生
活
課
市
民
協

働
係
長
〕

〈
福
祉
部
〉

▽
福
祉
推
進
課
長　

嶋
田
淳

〔
市
民
部
保
険
年
金
課
長
〕

▽
副
参
事
（
臨
時
福
祉
給
付
金

等
担
当
）　

石
川
博
隆
〔
企
画

財
政
部
検
査
担
当
課
長
〕

▽
生
活
福
祉
課
長　

尾
又
斉
夫

〔
福
祉
部
福
祉
推
進
課
長
〕

▽
障
害
福
祉
課
長
兼
障
害
福
祉

係
長
事
務
取
扱　

小
川
則
之

〔
福
祉
部
障
害
福
祉
課
長
〕

▽
み
の
り
福
祉
園
長　

石
川
伸

治
〔
み
の
り
福
祉
園
長
〕（
再
任

用
）

〈
環
境
部
〉

▽
ご
み
対
策
課
付
副
参
事
（
小

平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合
派

遣
）　

伊
藤
智
〔
福
祉
部
生
活

福
祉
課
保
護
第
二
係
長
〕

〈
都
市
建
設
部
〉

▽
下
水
道
課
長　

廣
瀬
裕
〔
総

務
部
副
参
事
（
人
事
給
与
制
度

担
当
）〕

▽
区
画
整
理
課
長　

水
村
隆
市

〔
都
市
建
設
部
土
木
課
管
理
係

長
〕

〈
学
校
教
育
部
〉

▽
給
食
課
長
兼
第
二
給
食
セ
ン
タ

ー
長
事
務
取
扱　

斎
藤
謙
二
郎

〔
学
校
教
育
部
給
食
課
主
査
（
計

画
担
当
）〕

〈
社
会
教
育
部
〉

▽
中
央
図
書
館
長　

當
摩
弘

〔
都
市
建
設
部
区
画
整
理
課

長
〕

◎
退
職
（
３
月　

日
付
）

３１

【
部
長
級
】

▽
総
務
部
参
事
兼
防
災
安
全
課

長
事
務
取
扱　

鈴
木
俊
雄

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
事

務
取
扱　

仲
里
章

【
課
長
級
】

▽
市
民
部
産
業
振
興
課
長　

乙

幡
正
喜

▽
子
ど
も
生
活
部
副
参
事
兼
狭
山

保
育
園
長
事
務
取
扱　

井
上
誠

二▽
社
会
教
育
部
中
央
図
書
館
長

関
田
実
千
代

〔　

〕
内
の
校
名
は
前
任
校
で

す
。

【
校
長
】（
４
月
１
日
付
）

▽
第
五
小　

加
藤
進
〔
瑞
穂
町

教
育
委
員
会
指
導
課
長
〕

▽
第
七
小　

大
桃
昌
博
〔
福
生

市
立
福
生
第
一
小
学
校
副
校

長
〕

▽
第
九
小　

大
中
勲
〔
第
九
小

学
校
長
〕（
再
任
用
）

▽
第
一
中　

石
井
和
光
〔
国
立

市
立
国
立
第
三
中
学
校
長
〕

【
副
校
長
】（
４
月
１
日
付
）

▽
第
一
小　

房
田
健
〔
第
四
小

学
校
主
幹
教
諭
〕

▽
第
二
小　

濱
辺
理
佐
子
〔
第

四
小
学
校
副
校
長
〕

▽
第
四
小　

吉
原
勇
〔
東
久
留

米
市
立
第
七
小
学
校
副
校
長
〕

▽
第
六
小　

田
久
保
靖
宏
〔
第

六
小
学
校
副
校
長
〕（
再
任
用
）

▽
第
八
小　

多
田
春
美
〔
立
川

市
立
立
川
第
一
中
学
校
主
幹
教

諭
〕

▽
第
三
中　

戸
田
恵
介
〔
第
八

小
学
校
副
校
長
〕

◎
転
出
（
４
月
１
日
付
）

▽
練
馬
区
立
光
が
丘
四
季
の
香
小

学
校
長　

高
野
博
文
〔
第
一
小

学
校
副
校
長
〕

▽
東
久
留
米
市
立
第
七
小
学
校

副
校
長　

稲
川
亨
〔
第
二
小
学

校
副
校
長
〕

▽
新
宿
区
立
四
谷
中
学
校
主
任

教
諭　

岩
井
秀
雄
〔
第
三
中
学

校
副
校
長
〕

◎
退
職
（
３
月　

日
付
）

３１

▽
第
五
小
学
校
長　

闍
野
滋

▽
第
七
小
学
校
長　

杉
本
快
枝

（
再
任
用
）

▽
第
一
中
学
校
長　

曽
根
信
行

（
再
任
用
）

�

■
副
市
長

　

４
月
１
日
付
で
、
副
市
長
に

  
こ   
じ
ま
し
ょ
う
こ
う

小
島
昇　 　 
公
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成　

年
４
月
１

２８

日
か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま

３２

３１

で
で
す
。

　

小
島
氏
は
、
日
本
大
学
経
済

学
部
卒
業
後
、
昭
和　

年
に
東

５３

大
和
市
役
所
に
入
職
、そ
の
後
、

福
祉
部
参
事
、学
校
教
育
部
長
、

教
育
長
等
を
歴
任
し
、
平
成　
２４

年
か
ら
副
市
長
に
就
任
し
て
い

ま
す
。
東
大
和
市
狭
山
在
住
。

　

歳
。

６２
副
市
長
・
教
育
長
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

■
教
育
長

　

４
月
１
日
付
で
、
教
育
長
に

 
真
如  
昌
美 
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し

し
ん
に
ょ 
ま
さ
は
る

た
。
任
期
は
平
成　

年
４
月
１

２８

日
か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま

３１

３１

で
で
す
。

　

真
如
氏
は
、
東
京
学
芸
大
学

教
育
学
部
卒
業
後
、
昭
和　

年
５０

に
教
員
と
な
り
、
そ
の
後
、
当

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
部
参

事
兼
指
導
室
長
事
務
取
扱
、
港

区
立
御
成
門
小
学
校
長
等
を
歴

任
し
、
平
成　

年
か
ら
教
育
長

２４

に
就
任
し
て
い
ま
す
。
昭
島
市

宮
沢
町
在
住
。　

歳
。

６３

　

日
産
自
動
車
株
式
会
社
の

「
電
気
自
動
車
活
用
事
例
創
発

事
業
」
に
提
出
し
た
企
画
が
採

択
さ
れ
、
電
気
自
動
車
「
ｅ
‐

Ｎ
Ｖ　

」
１
台
の
３
年
間
無
償

２００

貸
与
を
受
け
ま
し
た
。

▽
問
合
せ　

総
務
管
財
課
・
内

線
１
３
４
１
ま
で
。

電
気
自
動
車
の
 

　
　
無
償
貸
与
を
 

　
　
　
　
受
け
ま
し
た

　

第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
、

東
大
和
市
教
育
委
員
会
委
員
に

新
藤
久
典
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

委
員
の
任
期
は
、
前
委
員
の

残
任
期
間
と
な
る
た
め
平
成　
２８

年
４
月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

２９

月　

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

２７
▽
問
合
せ　

学
校
教
育
課
・
内

線
１
５
１
１
ま
で
。

東
大
和
市
 

　
　
教
育
委
員
会
委
員
に

新
藤
久
典
氏
が
就
任

市職員の 
　人事異動 

市
立
小
・
中
学
校
 

校
長
・
副
校
長
の
 

　
　
　
　
人
事
異
動

国民健康保険事業 109億 7,718万円（5,774万円、0.5％増）
＜主な歳入＞
○国民健康保険税 20億 5,394万円
○国庫支出金 20億　 398万円
○一般会計繰入金 11億 4,750万円
＜主な歳出＞
○保険給付費 64億 2,249万円
   （療養給付費及び出産育児一時金等） 
○後期高齢者支援金等 12億 5,102万円
○介護納付金 　4億 8,201万円

下水道事業 22億  121万円（1,203万円、0.5％増）
＜主な歳入＞
○下水道使用料 13億 4,743万円
○一般会計繰入金   3億 3,095万円
○市債   4億 7,610万円
＜主な歳出＞
○総務費 7億 2,015万円
   （管渠及び処理場の維持管理費等）  
○事業費 1億 7,302万円
   （管渠布設工事費及び処理場の負担金等） 
○公債費 13億     503万円
   （市債（借入金）の元利償還金） 

土地区画整理事業 2億 1,498万円（687万円、3.1％減）
＜主な歳入＞
○保留地処分金 2,120万円
○都支出金 1,400万円
○基金繰入金 1億 4,238万円
＜主な歳出金＞
○立野地区事業費 1億 7,759万円

介護保険事業 60億 333万円（5億 5,908万円、10.3％増）
＜主な歳入＞
○介護保険料 12億 7,239万円 
○国庫支出金 12億 5,302万円 
○支払基金交付金 15億 8,510万円 
○一般会計繰入金 　9億 5,621万円
＜主な歳出＞
○総務費 2億　 938万円
  （介護認定審査会費等） 　
○保険給付費 56億 2,815万円
  （居宅介護及び施設介護サービス給付費等） 
○地域支援事業費 1億 6,144万円
   （介護予防事業費等） 

後期高齢者医療 18億 1,476万円（7,875万円、4.5％増）
＜主な歳入＞
○後期高齢者医療保険料 　8億 　437万円
○一般会計繰入金 　9億 4,461万円
＜主な歳出＞
○広域連合納付金 16億 5,480万円
   （広域連合運営費等に係る市負担金） 
○保健事業費 8,987万円
   （健康診査費及び人間ドック等受診料助成費） 
○保険給付費 2,345万円
  （葬祭費） 　　　

特別会計の概要

　（単位未満四捨五入）
（各事業名のあとの（　）内は、前年度比）
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後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料

率
は
２
年
間
の
給
付
費
を
推
計

し
て
、
２
年
ご
と
に
見
直
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東

京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
平
成　

・　

年
度
の

２８

２９

新
し
い
保
険
料
率
を
決
定
し
ま

し
た
（
表
１
参
照
）。

■
均
等
割
額
の
軽
減
措
置

　

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員

と
世
帯
主
の
「
総
所
得
金
額
等

を
合
計
し
た
額
」
を
も
と
に
し

た
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
（
表

２
参
照
）。

■
所
得
割
額
の
軽
減
措
置

　

被
保
険
者
本
人
の
「
賦
課
の

も
と
と
な
る
所
得
金
額
」
を
も

と
に
し
た
軽
減
措
置
が
あ
り
ま

す
（
表
３
参
照
）。

■
被
扶
養
者
の
軽
減
措
置

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

の
前
日
ま
で
会
社
の
健
康
保
険

な
ど
（
国
民
健
康
保
険
・
国
民

健
康
保
険
組
合
は
除
く
）
の
被

扶
養
者
だ
っ
た
方
は
、
均
等
割

額
が
９
割
軽
減
さ
れ
た
額
と
な

り
、
所
得
割
額
は
か
か
り
ま
せ

ん
。

■
平
成　

年
度
の
保
険
料
額

２８

　

一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
額
は
、

７
月
中
旬
に
郵
送
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
８
ま
で
。

�

　

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵

が
及
び
に
く
い
所
得
の
少
な
い

高
齢
者
を
対
象
に
年
金
生
活
者

等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
（
高

齢
者
向
け
）
を
支
給
し
ま
す
。

　

支
給
開
始
時
期
は
、
６
月
か

ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
支
給
対
象
者　

平
成　

年
１

２７

月
１
日
現
在
で
東
大
和
市
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
平
成　

年
度

２７

の
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
方
の
う
ち
、
平

成　

年
度
中
に　

歳
以
上
に
な

２８

６５

る
方
（
昭
和　

年
４
月
１
日
以

２７

前
に
生
ま
れ
た
方
）。
た
だ
し
、

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る

方
は
除
き
ま
す
。

①
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税

さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
等

②
生
活
保
護
制
度
内
で
対
応
さ

れ
て
い
る
被
保
護
者
等

▽
支
給
額　

支
給
対
象
者
１
人

に
つ
き
３
万
円

▽
申
請
期
間　

５
月
９
日
豺
〜

８
月　

日
貉

１０

▽
案
内
の
送
付　

該
当
と
思
わ

れ
る
方
に
、
５
月
上
旬
に
案
内

を
送
付
し
ま
す
。 
申
請
方
法
等
、

詳
し
く
は
送
付
す
る
案
内
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

臨
時
福
祉
給
付
金

等
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６３

―
２
１
１
１
ま
で
（
受
付
時
間

は
平
日
の
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時
）。

■
軽
自
動
車
税

　

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
等
を
本

年
４
月
１
日
（
賦
課
期
日
）
現

在
所
有
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、

平
成　

年
度
軽
自
動
車
税
納
税

２８

通
知
書
を
５
月
２
日
豺
に
発
送

し
ま
す
。

　

納
付
期
限
は
５
月　

日
貂
と

３１

な
っ
て
お
り
ま
す
。
期
限
ま
で

に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

税
率
改
正
が
行
わ
れ
た
た
め
、

平
成　

年
度
の
軽
自
動
車
税
は

２８

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

◎
原
動
機
付
自
転
車
及
び
二
輪

車
等

　

平
成　

年
度
か
ら
、
原
動
機

２８

付
自
転
車
、 小
型
特
殊
自
動
車
、

二
輪
の
軽
自
動
車
及
び
二
輪
の

小
型
自
動
車
に
つ
い
て
、
税
率

が
改
正
さ
れ
ま
す
。

◎
三
輪
及
び
四
輪
以
上
の
軽
自

動
車

　

平
成　

年
４
月
１
日
以
後
に

２７

最
初
の
新
規
検
査
（
自
動
車
検

査
証
の
「
初
度
検
査
年
月
」
で

確
認
で
き
ま
す
）
を
受
け
た
車

両
に
新
し
い
税
率
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
最
初
の
新
規
検

査
か
ら　

年
が
経
過
し
た
車
両

１３

は
、
改
正
後
税
率
に
加
え
て
概

ね　

％
の
重
い
税
率
（
重
課
税

２０
率
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
減
税

率
）
に
つ
い
て

　

三
輪
及
び
四
輪
以
上
の
軽
自

高
齢
者
向
け
給
付
金
の
お
知
ら
せ

（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）
 

〜
5
月
上
旬
に
 

　
案
内
を
送
付
し
ま
す
〜
 

後
期
高
齢
者
医
療
 

平
成
 ２８
 年
・
 ２９
 年
度
の
 

　
　
　
　
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た

動
車
に
つ
い
て
環
境
負
荷
の
小

さ
い
軽
自
動
車
の
普
及
を
進
め

る
観
点
か
ら
、
一
定
の
排
出
ガ

ス
及
び
燃
費
性
能
に
優
れ
た
軽

自
動
車
の
税
率
を
（
平
成　

年
２８

度
に
限
り
）
概
ね　

％
〜　

％

７５

２５

軽
減
す
る
グ
リ
ー
ン
化
特
例
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
１
ま
で
。

■
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　

平
成　

年
度
固
定
資
産
税
・

２８

都
市
計
画
税
納
税
通
知
書
を
５

月
２
日
豺
に
発
送
し
ま
す
。

※
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

は
、
毎
年
１
月
１
日
（
賦
課
期

日
）
に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税

さ
れ
る
税
金
で
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
土
地
資
産

税
係
・
内
線
１
０
５
７
、
家
屋

資
産
税
係
・
内
線
１
０
６
０
ま

で
。

　

区
部
及
び
多
摩
地
域
に
お
け

る
都
市
計
画
道
路
の
整
備
方
針

（
第
三
次
事
業
化
計
画
）
は
、

そ
れ
ぞ
れ
平
成　

年
度
ま
で
の

２７

計
画
で
す
。
今
回
、
よ
り
効
率

的
な
道
路
整
備
の
推
進
の
た
め
、

都
区
市
町
が
連
携
・
協
働
し
、

区
部
と
多
摩
地
域
を
統
合
し
た

「
東
京
に
お
け
る
都
市
計
画
道

路
の
整
備
方
針
（
第
四
次
事
業

化
計
画
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
整
備
方
針
で
は
、
平
成　
３７

年
度
ま
で
の　

年
間
で
優
先
的

１０

に
整
備
す
べ
き
路
線
と
し
て　
３２０

か
所
約　

㎞
を
選
定
し
ま
し
た
。

２２６

市
内
で
は
、
都
施
行
路
線
と
し

て
、①
立
川
３
・
２
・
４
号
新
青

梅
街
道
線
（
狭
山
５
丁
目
以
東

・
約　

ｍ
）、
②
立
川
３
・
３
・

７６０

　

号
立
川
東
大
和
線
（
青
梅
街

３０道
以
北
・
約 　
 
ｍ
）、
市
施
行

６９０

路
線
と
し
て
、
③
立
川
３
・
４

・　

号
桜
街
道
線
（
南
街
５
丁

１７
目
〜
南
街
６
丁
目
・
約　

ｍ
）、 

５３０

④
立
川
３
・
４
・　

号
東
大
和
清

２６

水
線
（
立
川
３
・
２
・
４
号
線
以

北
・
約　
 
ｍ
）
の
４
路
線
を
選

４１０

定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
優
先
整
備

路
線
以
外
を
対
象
と
し
て
い
た

建
築
制
限
の
緩
和
の
範
囲
を
全

て
の
路
線
に
拡
大
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

詳
細
は
、
東
京
都
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.toshi

seibi.m
etro.tokyo.jp/kiba

n/tokyo/iken_kohyo.htm
l

）
及
び
都
市
計
画
課
（
市
役
所

２
階
）
で
、
本
整
備
方
針
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課
・
内

線
１
２
５
４
ま
た
は
、
東
京
都

都
市
整
備
局
都
市
基
盤
部
街
路

計
画
課
�　

―
５
３
８
８
―
３

０３

３
７
９
へ
。

平成２８年度 

納税通知書を 

　　　　発送します 

■軽自動車税 
■固定資産税・都市計画税 

「
東
京
に
お
け
る
 

 都
市
計
画
道
路
の
 

 整
備
方
針
（
第
四
次
 

 事
業
化
計
画
）」
を
策
定

熱中症にご注意を！ 熱中症は、5 月頃から起こり始めます。本格的に暑くなる前でも、水分補給や服装の工夫など
熱中症に気をつけましょう／問合せ　市立保健センター　� 042―565―5211 まで

原動機付自転車及び二輪車等の税率表
税率（年税額）車種区分 平成28年度以後平成27年度まで

2,000円1,000円50cc以下

原動機付自転車 2,000円1,200円50cc超～90cc以下
2,400円1,600円90cc超～125cc以下
3,700円2,500円ミニカー
2,400円1,600円農耕作業用小型特殊自動車
5,900円4,700円その他
3,600円2,400円125cc超～250cc以下二輪の軽自動車
6,000円4,000円250cc超二輪の小型自動車

軽三輪及び軽四輪の税率表
税率（年税額）

車種区分 最初の新規検査から13年を
経過した車両（※2）

平成27年4月1日以後に最初
の新規検査をした車両

平成27年3月31日までに最初の
新規検査をした車両（※1）

重課税率改正後税率現行税率
4,600円3,900円3,100円三輪

軽
自
動
車

8,200円6,900円5,500円営業用乗
用四

輪
以
上

12,900円  10,800円  7,200円自家用
4,500円3,800円3,000円営業用貨

物 6,000円5,000円4,000円自家用

平成27年4月1日以後に最初の新規検
査をした車両のうち、グリーン化特例
（軽減税率）に該当する車両は、下表の
税率が適用されます。
（平成28年度に限る）

税率（年税額）

車種区分 ガソリン車及びハイブリット車
（平成17年排出ガス基準75％低減達成車（★★★★）に限る）

電気軽自動車及び
天然ガス軽自動車

概ね25％軽減（※5）概ね50％軽減（※4）概ね75％軽減（※3）
3,000円2,000円1,000円三輪

軽
自
動
車

5,200円3,500円1,800円営業用乗
用四

輪
以
上

8,100円5,400円2,700円自家用
2,900円1,900円1,000円営業用貨

物 3,800円2,500円1,300円自家用

※1　平成27年3月31日以前に最初の新規検査をした軽自動車（重課税率対象車を除く）については、現在の税
率から変更はありません。

※2　平成28年度課税の場合、平成14年12月以前に新規検査をした車両が該当します。また、電気・天然ガス・
メタノール・混合メタノール・ハイブリット車並びに被けん引自動車は重課税率の対象外の車両となります。

※3　天然ガス軽自動車は平成21年排出ガス規制NO×10％低減車に限ります。
※4　乗用：平成32年度燃費基準＋20％達成車/貨物：平成27年度燃費基準＋35％達成車
※5　乗用：平成32年度燃費基準達成車/貨物：平成27年度燃費基準＋15％達成車

  表 1：平成 28・29年度の保険料率

保険料額（年額）
※限度額57万円=

所得割額

＋

均等割額

賦課のもととなる
所得金額× 9.07％

一人当たり
42,400円

※「賦課のもととなる所得金額」とは、前年の総所得金額
及び山林所得金額並びに株式・長期（短期）譲渡所得金額等
の合計から基礎控除額 33万円を控除した額です（ただし、
雑損失の繰越控除額は控除しません）。

表 2：均等割額の軽減措置
軽減割合総所得金額等の合計が下記に該当する世帯

   9 割33万円以下で被保険者全員が年金収入 80万円
以下で、かつ、その他の所得がない

 8.5割33万円以下で 9 割軽減の基準に該当しない

   5 割33万円 +（26.5万円×被保険者の数）以下

   2 割33万円 +（48万円×被保険者の数）以下

※ 65歳以上（平成 28年 1 月 1 日時点）の方の公的年金所得
については、その所得からさらに 15万円（高齢者特別控除）
を差し引いた額で判定します。世帯主が被保険者でない場
合でも、世帯主の所得は軽減を判定する対象となります。

表 3：所得割額の軽減措置

軽減割合賦課のもととなる所得金額

100%15万円以下①

  75%20万円以下②

  50%58万円以下③

※①、②は、東京都後期高齢者医療広域
連合独自の軽減措置です。



市役所� ０４２ �５６３ � ２１１１（代）
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

2 0 1 6 ・ 4 ・ 1 5�

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
中
央
図
書
館
、
清
原

図
書
館
は
、
通
常
ど
お
り
開
館

し
て
い
ま
す
。

◎
桜
が
丘
図
書
館
の
返
却
ポ
ス

ト
閉
鎖

　

５
月
２
日
豺
〜
６
日
貊
の
間

は
、
桜
が
丘
図
書
館
の
返
却
ポ

ス
ト
を
閉
鎖
し
ま
す
。
な
お
、

中
央
図
書
館
・
清
原
図
書
館
入

口
の
返
却
ポ
ス
ト
は
使
用
で
き

ま
す
。

▽
返
却
ポ
ス
ト
の
閉
鎖
日
時　

５
月
２
日
豺
午
前　

時
〜
６
日

１０

貊
午
前
９
時

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
桜
が

丘
図
書
館
�　

―　

―
２
２
３

０４２

５６７

１
ま
で
。

　

桜
が
丘
図
書
館
は
、
蔵
書
点

検
の
た
め
、
５
月
９
日
豺
〜　
１３

日
貊
の
間
は
、
臨
時
休
館
と
な

り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お

桜
が
丘
図
書
館 

臨
時
休
館
の 

　
　
　
お
知
ら
せ 

　

図
書
館
で
は
、
展
示
コ
ー
ナ

ー
を
図
書
館
主
催
の
展
示
に
支

障
の
な
い
範
囲
で
、
無
料
の
一

般
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
図
書
館
内
で
の
販
売
行
為

は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
対
象　

市
内
を
中
心
に
活
動

し
、
芸
術
文
化
活
動
を
行
う
団

体
。
特
定
の
宗
教
団
体
及
び
企

業
等
の
営
利
を
目
的
と
し
た
団

体
は
除
く
。

▽
貸
出
期
間　

貸
出
可
能
期
間

の
う
ち
、
お
お
む
ね
２
週
間
以

内
（
設
営
、
撤
収
を
含
む
）

▽
貸
出
可
能
期
間　

６
月　

日
２２

貉
〜
７
月　

日
貅
、
９
月　

日

１４

１６

貊
〜　

日
貊

３０

※
休
館
日
（
毎
週
火
曜
日
、
毎

月
第
３
木
曜
日
、
土
・
日
曜
日

以
外
の
祝
日
）
を
除
く
。

▽
申
込
み　

５
月
６
日
貊
か
ら
、

中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４

０４２

５６４

５
４
ま
た
は
窓
口
で
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
申
込
順
）。

◎
中
央
図
書
館 

展
示
コ
ー
ナ
ー
を 

　
貸
し
出
し
ま
す 

◎
昼
間
の
星
の
観
察
会
「
太
陽

や
月
を
み
よ
う
」

　

燃
え
さ
か
る
太
陽
表
面
や
昼

間
の
月
を
観
察
し
ま
す
。
く
も

り
や
雨
の
場
合
は
中
止
で
す
。

▽
日
時　

５
月
３
日
（
祝
日
）

午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

※
時
間
内
な
ら
い
つ
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

郷土博物館の 
　　　　イベント 

る
収
蔵
資
料
展
「
装
い
の
民
具
」

に
関
連
し
て
、
は
た
お
り
体
験

講
座
を
実
施
し
ま
す
。

　

東
大
和
周
辺
で
は
、
か
つ
て

機
織
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
今
で
は
あ
ま
り
見
か

け
な
く
な
っ
た
機
織
り
機
を
使

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

５
月
３
日
（
祝
日
）

〜
５
日（
祝
日
）午
後
１
時　

分
３０

〜
４
時

※
時
間
内
な
ら
い
つ
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

▽
会
場　

郷
土
博
物
館
１
階
ロ

ビ
ー

▽
費
用　

無
料

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

郷
土
博
物
館
�　

―　

―
４
８

０４２

５６７

０
０
ま
で
。

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
前

▽
費
用　

無
料

▽
案
内　

星
空
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

博
物
館
職
員

◎
星
空
観
察
会
「
月
や
惑
星
を

み
よ
う
」（
事
前
申
込
制
）

　

月
の
ク
レ
ー
タ
ー
や
惑
星
を

天
体
望
遠
鏡
で
観
察
し
ま
し
ょ

う
。
く
も
り
や
雨
の
場
合
は
中

止
で
す
。

▽
日
時　

５
月　

日
貍
午
後
７

１４

時
集
合

▽
観
察
場
所　

郷
土
博
物
館
前

▽
案
内　

星
空
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

博
物
館
職
員

▽
費
用　

無
料

◎
は
た
お
り
体
験
「
あ
な
た
も

お
り
ひ
め
に
」

　

郷
土
博
物
館
で
開
催
し
て
い

▽
対
象
・
定
員

�
参
加
者

：
お
お
む
ね　

歳
〜

１６

　

歳
で
知
的
障
が
い
の
あ
る
方

４０／
約　

人
３０

�
ス
タ
ッ
フ

：

お
お
む
ね　

歳
１６

〜　

歳
の
方
／
約　

人

４０

１５

※
正
式
に
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て

い
た
だ
い
た
方
に
は
、
謝
礼
を

お
支
払
い
し
ま
す
。

▽
期
日　

５
月
下
旬
〜
３
月
中

旬
の
お
お
む
ね
月
２
回
土
曜
日

（
全　

回
。
毎
回
来
る
こ
と
が

１７

で
き
な
く
て
も
可
）

▽
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
内
容　

定
例
活
動
（
ゲ
ー
ム
、

打
楽
器
等
を
使
っ
た
音
楽
活

動
）、
納
涼
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

等
、
季
節
に
沿
っ
た
行
事

▽
講
師　

菅
田
政
志
氏
（
音
楽

教
室
講
師
）

▽
申
込
み　

中
央
公
民
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
１
ま
で
。

５６４

　

郷
土
博
物
館
で
は
、
企
画
展

示
室
を
館
主
催
の
展
示
に
支
障

の
な
い
範
囲
で
、
無
料
の
一
般

貸
出
を
行
い
ま
す
。
博
物
館
内

で
の
販
売
行
為
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
対
象　

市
内
を
中
心
に
活
動

し
、
芸
術
文
化
活
動
を
行
う
団

体
。
特
定
の
宗
教
団
体
、
企
業

等
の
営
利
目
的
の
団
体
は
除
く
。

▽
貸
出
面
積　

企
画
展
示
室
の

半
面
（　

㎡
）
を
基
本
と
し
ま

４１

す
。
全
面
の
貸
し
出
し
を
希
望

す
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
貸
出
期
間　

貸
出
可
能
期
間

の
う
ち
、
お
お
む
ね
６
日
間

※
設
営
、
撤
収
を
含
み
ま
す
。

▽
貸
出
可
能
期
間　

Ａ
は
６
月

　

日
貍
〜
７
月
１
日
貊
。
Ｂ
は

１８
　

月　

日
貂
〜　

日
豸
。
Ｃ
は

１２

１３

２５

平
成　

年
１
月
５
日
貅
〜　

日

２９

３１

貂▽
休
館
日　

月
曜
日
、
祝
日
の

翌
日

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開

館
し
、翌
日
の
火
曜
日
が
休
館
。

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、

団
体
名
、
代
表
者
ま
た
は
担
当

者
名
、
電
話
番
号
、
使
用
希
望

期
間
Ａ
〜
Ｃ
の
う
ち
の
具
体
的

な
期
日
（
お
お
む
ね
６
日
間
）、

そ
の
他
展
示
室
全
面
を
希
望
す

る
場
合
は
そ
の
旨
を
記
入
し
、

郷
土
博
物
館
（
〒　
　

東
大
和

２０７-
００３１

市
奈
良
橋
１
―　

―
２
）
へ
５

２６０

月　

日
貂
（
必
着
）
ま
で
に
郵

１０
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
複
数
の
団
体
が
競
合
す
る
時

は
調
整
会
議
を
開
き
ま
す
。
会

議
日
程
は
事
前
調
整
し
、
返
信

は
が
き
に
記
載
し
ま
す
。
競
合

が
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
貸

し
出
し
を
決
定
し
返
信
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

郷
土
博
物
館
�　
０４２

―　

―
４
８
０
０
ま
で
。

５６７

　

青
年
ビ
ー
ト
ク
ラ
ブ
は
、
知

的
障
が
い
の
あ
る
若
者
と
健
常

の
若
者
が
音
楽
や
ゲ
ー
ム
な
ど

の
活
動
を
通
し
て
交
流
し
、
と

も
に
学
び
合
う
場
で
す
。

　

参
加
者
（
知
的
障
が
い
の
あ

る
方
）・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
。
音
楽
や
人

と
交
流
す
る
こ
と
が
好
き
な

方
、
新
し
い
こ
と
を
は
じ
め
て

み
た
い
方
、
ま
ず
は
お
気
軽
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

参
加
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す 

障
が
い
者
青
年
教
室
「
青
年
ビ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」 

ル
（kikaku@

city.higashiya

m
ato.lg

.jp

）
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

１
週
間
以
内
に
受
信
メ
ー
ル
を

送
信
し
ま
す
。

▽
注
意
事
項

�
応
募
原
稿
は
、
８
月
発
行
予

定
の
平
和
文
集
に
掲
載
し
ま
す
。

�
応
募
は
一
人
１
作
品
ま
で
。

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

�
第
三
者
の
権
利
を
侵
害
し
た

り
、
戦
争
体
験
と
は
直
接
関
係

の
な
い
主
義
・
主
張
は
不
可
。

�
平
和
文
集
に
は
町
名
、氏
名
、

年
齢
（
学
年
）
を
掲
載
し
ま
す
。

匿
名
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

�
原
稿
は
、
原
文
の
ま
ま
掲
載

し
ま
す
が
、
誤
字
・
脱
字
等
は

修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

�
執
筆
が
困
難
な
方
は
代
筆
可
。

�
応
募
原
稿
の
著
作
権
は
市
に

帰
属
し
、
平
和
文
集
へ
の
掲
載

以
外
に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

�
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

�
デ
ー
タ
の
場
合
は
、
Ｗ
ｏ
ｒ

ｄ
形
式
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
個
人
情
報
は
平
和
文
集
の
発

行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ
の
掲

載
、
そ
れ
に
付
随
す
る
広
報
等

の
目
的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
５
ま
で
。

　

市
で
は
、
戦
争
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
広
く
後
世
に
語
り

継
ぐ
た
め
、
毎
年
、
平
和
文
集

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
の
発
行
に
あ
た
り
、
平

和
文
集
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
す
る
原
稿
の
内
容

①
戦
争
体
験
記

�
市
内
在
住
の
方：

第
二
次
世

界
大
戦
（
太
平
洋
戦
争
）
の
戦

前
・
戦
中
・
戦
後
の
体
験
記

�
市
外
在
住
の
方：

第
二
次
世

界
大
戦
（
太
平
洋
戦
争
）
中
の
、

東
大
和
市
内
で
の
体
験
記

�
市
内
外
在
住
共
通：

身
内
の

方
（
ご
両
親
や
ご
親
戚
等
）
か

ら
聞
い
た
第
二
次
世
界
大
戦

（
太
平
洋
戦
争
）
中
の
東
大
和

市
内
で
の
体
験
記

※
字
数
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

字
数
が
多
い
場
合
に
は
調
整
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
市
内
在
住
の
小
学
５
・
６
年

生
及
び
中
学
生
の
作
文

�
戦
争
や
平
和
に
つ
い
て
聞
い

た
こ
と
、
知
っ
た
こ
と
、
思
う

こ
と

�
戦
争
体
験
映
像
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
沈
黙
の
証
言
者
」（
平
成　

年
２７

度
・
企
画
課
制
作
）
の
本
編
、

ま
た
は
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
視

聴
し
た
感
想

※
字
数
は
お
お
む
ね　

字
以
内

８００

※
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
企
画
課
（
市
役

所
４
階
）、図
書
館
等
で
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。
貸
出
枚
数
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
。

※
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
は
、
東
大

和
市
公
式
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）
で
視
聴

で
き
ま
す
。

▽
提
出
様
式　

書
式
自
由
で
す

が
、
企
画
課
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
、
図
書
館
で
は
原
稿
用

紙
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
原
稿

用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
記
入
事
項　

題
名
、
郵
便
番

号
、住
所
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
ま
た
は
学
年
、
電
話
番
号

▽
提
出
期
限　

５
月　

日
貂

３１

▽
提
出
方
法　

企
画
課
へ
直
接

提
出
す
る
か
、
郵
送
（
〒　
　２０７-

８５８５

東
大
和
市
中
央
３
―　

）、 
メ
ー

９３０

原稿を募集します 

平和文集 
「いま、語り継ぎたいこと」 

～戦争と平和～ 

　

３
月
５
日
に
北
多
摩
西
部
消

防
署
で
、
自
治
会
や
事
業
所
等

　

チ
ー
ム
が
日
頃
の
成
果
を
競

１２う
第
五
回
北
多
摩
西
部
防
災
コ

ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

北
多
摩
西
部 

防
災
コ
ン
ク
ー
ル 

　
　
　
実
施
結
果 

◎
北
多
摩
西
部
消
防
署 

▽
問
合
せ　

北
多
摩
西
部
消
防

署
�　

―　

―
０
１
１
９
へ
。

０４２

５６５

○
自
治
会
等
の
部

�
優
勝：

中
原
自
治
会

�
準
優
勝：

大
南
自
治
会

�
敢
闘
賞：

多
摩
湖
畔
自
治
会
、

東
京
ユ
ニ
オ
ン
ガ
ー
デ
ン
管
理

組
合

�
努
力
賞：

緑
が
丘
第
９
自

治
会

○
事
業
所
の
部

�
優
勝：

谷
里
保
育
園

�
準
優
勝：

み
ら
い
保
育
園

�
敢
闘
賞：

玉
川
上
水
保
育
園

▲優勝した谷里保育園の皆さん
　（前列中央 3人）

◎
郷
土
博
物
館 

企
画
展
示
室
を 

　
貸
し
出
し
ま
す 

東
大
和
市
奈
良
橋
１
│
 ２６０ │
 ２
 

東
大
和
市
立
 

　
　
 郷
土
博
物
館
 行
 

2 0 7 0 0 3 1

往信 

申
込
者
の
住
所
 

申
込
者
の
氏
名
 

返信 

・団体名 
・代表者・担当者名 
・電話番号 
・使用希望期間 
　 A～Cの別 
　 具体的な使用希望期間 
・その他 
　 全面使用を希望する場 
　　合は、その旨ご記入く 
　　ださい。 

（申込者の郵便番号）  
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�

行
い
ま
す
。

　

育
児
や
子
ど
も
の
発
達
な
ど

に
つ
い
て
も
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
開
催
日　

上
表
の
と
お
り

▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

１０

３０

１１

時　

分
（
事
前
予
約
不
要
）

４５
◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

休
館
の
お
知
ら
せ

　

５
月　

日
貊
は
害
虫
駆
除
の

１３

た
め
、終
日
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

一
時
保
育
や
来
館
を
予
定
さ

れ
て
い
た
方
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
�　

―
０４２

　

―
３
６
５
１
ま
で
。

５６５

な
ど
に
子
ど
も
た
ち
の
目
印
と

な
る
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
安
心
・
安
全

な
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

に
は
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が

一
層
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
２
ま
で
。

　

こ
ま
っ
た
と
き
の
救
急
ハ
ウ

ス
は
、
通
学
途
中
等
に
防
犯
上

の
非
常
事
態
等
が
発
生
し
た
時

に
、
小
・
中
学
生
の
保
護
等
を

地
域
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
す
る

も
の
で
す
。
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
方
に
は
、
自
宅
の
門
や
塀

　

お
椀
を
伏
せ
た
よ
う
な
形
が

特
徴
的
な
「
黒
森
山
」。
晴
れ
て

い
れ
ば
、
飯
豊
の
山
々
は
も
ち

ろ
ん
、
会
津
盆
地
や
猪
苗
代
湖

を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
山

開
き
参
加
者
に
は
先
着
で
記
念

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▽
日
時　

４
月　

日
貍
午
前
８

３０

時　

分
か
ら

３０

▽
集
合
場
所　

旧
喜
多
方
市
立

山
都
第
三
小
学
校
校
庭

▽
問
合
せ　

福
島
県
喜
多
方
市

山
都
総
合
支
所
産
業
課
�
０
２

４
１
―　

―
３
８
３
１
へ
。

３８

※
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
、

喜
多
方
観
光
物
産
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.k
i

tak
ata-k

an
k
o.jp

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報 

喜
多
方
市
に
出
か
け
よ
う
！ 

　
黒
森
山
山
開
き 

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
担
当
保
育
士
が
集
会
所

な
ど
に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊

び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を

▽
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

警
視
庁
職
員
等
を
講
師

と
し
て
招
き
、
非
行
防

止
や
犯
罪
被
害
に
遭
わ

な
い
た
め
の
授
業
を
公

開
し
ま
す
。保
護
者
、地

域
の
皆
さ
ん
、
関
係
機

関
担
当
者
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
非
行
や
犯

罪
被
害
か
ら
児
童
・
生

徒
を
守
る
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
う
予
定

で
す
。

▽
道
徳
授
業
地
区

公
開
講
座　

東
京

都
教
育
委
員
会
と

東
大
和
市
教
育
委

員
会
が
共
催
す
る

事
業
で
、
学
校
で

行
っ
て
い
る
道
徳

の
授
業
を
公
開
し

て
、
家
庭
・
学
校

・
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
道
徳
教
育

の
す
す
め
方
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
す
る

場
で
す
。

▽
学
校
公
開　

開
か
れ

た
学
校
教
育
を
推
進
す

る
た
め
に
、
学
校
で
行

わ
れ
て
い
る
授
業
等
の

教
育
活
動
を
市
民
の
方

に
公
開
し
、
見
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

▽
問
合
せ　

詳
細
は
、

直
接
学
校
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
２
ま
で
。

　

東
大
和
市
青
少
年
問
題
協
議

会
で
は
、
平
成　

年
度
東
大
和

２８

市
青
少
年
健
全
育
成
方
針
を
定

め
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
基
本
方
針
並
び
に

重
点
目
標
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
こ
の
方
針
に

沿
っ
て
、
児
童
・
青
少
年
の
健

全
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▽
閲
覧
場
所　

青
少
年
課
（
市

役
所
３
階
）、
市
民
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
、
図
書
館
で
、
方
針
の

全
文
が
閲
覧
で
き
ま
す
。ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

平
成
28
年
度
青
少
年
健
全
育
成
方
針
 

セーフティ教室、道徳授業地区公開講座、学校公開の実施予定日

電話番号学校（授業）公開道徳授業地区
公開講座

セーフティ
教室学校名

042-561-23215月14日貍、10月26日貉、平成29年1月28日貍平成29年
1月28日貍7月4日豺第一小学校

042-561-23226月17日貊、平成29年1月31日貂平成29年
1月31日貂6月17日貊第二小学校

042-561-23236月11日貍、10月14日貊、平成29年2月3日貊6月11日貍5月18日貉第三小学校

042-562-19825月14日貍、7月1日貊・4日豺・5日貂、10月26日貉、
12月1日貅・2日貊・5日豺、平成29年1月28日貍

平成29年
1月28日貍5月14日貍第四小学校

042-562-19816月11日貍、9月15日貅、10月22日貍、平成29年1月28
日貍10月22日貍6月11日貍第五小学校

042-562-11586月23日貅、10月22日貍、平成29年1月28日貍10月22日貍6月23日貅第六小学校

042-563-38316月18日貍、10月26日貉、11月19日貍、平成29年2月
14日貂6月18日貍12月6日貂第七小学校

042-564-12806月18日貍、9月22日（祝日）、10月26日貉、平成29年
1月18日貉～24日貂、2月25日貍

9月22日
（祝日）6月18日貍第八小学校

042-564-325110月26日貉、平成29年1月21日貍平成29年
1月21日貍

7月8日貊
・11日豺第九小学校

042-565-76175月28日貍、10月14日貊・15日貍
※学校公開は毎日行なっています。5月28日貍10月15日貍第十小学校

042-561-23266月18日貍、10月26日貉、11月27日豸、平成29年3月
4日貍6月18日貍4月25日豺第一中学校

042-561-23285月14日貍、10月29日貍、平成29年1月26日貅10月29日貍7月8日貊第二中学校

042-564-54115月7日貍、10月26日貉、平成29年3月4日貍11月5日貍終了しました第三中学校

042-564-85114月18日豺～22日貊、10月22日貍～28日貊、平成29年
2月13日豺、3月4日貍10月22日貍5月10日貂第四中学校

042-561-00505月14日貍、10月8日貍10月8日貍5月14日貍第五中学校

※セーフティ教室、道徳授業地区公開講座の実施日も、学校公開しています。
　

保
育
室
等
の
認
可
外
保
育
施

設
に
児
童
の
保
育
を
委
託
す
る

保
護
者
に
対
し
、
市
が
保
育
費

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

▽
対
象
者　

市
内
に
住
所
が
あ

り
、
３
歳
未
満
（
生
年
月
日
が

平
成　

年
４
月
２
日
以
降
）
の

２５

児
童
の
保
育
を
対
象
施
設
に
委

託
す
る
保
護
者

▽
補
助
要
件　

①
対
象
施
設
を

月　

日
以
上
か
つ
１
日
８
時
間

１２
以
上
利
用
し
て
い
る
こ
と
②
認

可
保
育
園
等
に
、
当
該
児
童
の

入
園
の
申
込
み
を
し
、
入
園
待

機
と
な
っ
て
い
る
こ
と

▽
対
象
施
設　

認
証
保
育
所
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基

づ
く
特
定
教
育
・
保
育
施
設
、

特
定
地
域
型
保
育
を
除
い
た
認

可
外
保
育
施
設
等

※
現
在
、
市
内
に
は
対
象
施
設

は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、

保
育
課
（
市
役
所
１
階
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
補
助
額　

保
護
者
が
負
担
す

る
保
育
費
の
３
分
の
１
（
上
限

二
万
一
、
〇
〇
〇
円
）

▽
手
続
方
法　

対
象
施
設
と
締

結
し
た
利
用
契
約
書
も
し
く
は

保
育
受
託
証
明
書
を
補
助
金
交

付
申
請
書
と
と
も
に
、
保
育
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
５
ま
で
。

保
育
室
等 

　

利
用
者
に
対
す
る 

保
育
費
補
助
制
度 

5
月
・
6
月
の 

出
張
か
る
が
も 

　
　
　
　
ひ
ろ
ば 

　

市
で
は
、
葬
儀
が
華
美
に
な

る
の
を
抑
え
、
市
民
の
方
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
市
民
葬
儀
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
内
の

葬
儀
業
者
と
協
定
を
結
び
、
標

準
的
な
葬
儀
を
安
価
で
行
う
た

め
の
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
市
内
葬
儀
業
者
の
斎

場
を
安
価
で
利
用
で
き
る
斎
場

利
用
協
定
も
結
ん
で
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
民
葬
儀
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
〔
市
役
所
１
階
ロ

ビ
ー
、
市
民
生
活
課
（
市
役
所

３
階
）
で
配
布
〕、市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
で
き
る
方　

亡
く
な
っ

た
方
ま
た
は
葬
儀
を
行
う
方
が

市
民
で
、
市
内
も
し
く
は
近
隣

市
で
葬
儀
を
行
う
場
合

▽
料
金　

左
表
参
照
（
祭
壇
の

種
類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

※
料
金
に
は
、
祭
壇
の
ほ
か
に

納
棺
用
品
、骨
つ
ぼ
類
や
記
帳
、

受
付
、
焼
香
用
具
等
の
付
属

具
・
霊
柩
車
料
金
を
含
む
。

▽
別
料
金
と
な
る
も
の　

火
葬

料
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
、
写
真
、

会
葬
御
礼
状
、
御
供
物
、
生
花
、

司
会
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等

▽
指
定
取
扱
業
者　

左
表
の
と

お
り

▽
申
込
方
法　

左
表
の
指
定
取

扱
業
者
に
直
接
「
市
民
葬
儀
で

行
い
た
い
」
と
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
料
金
は
、
葬
儀
終
了

後
に
直
接
指
定
取
扱
業
者
に
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
２
ま
で
。

ご
利
用
く
だ
さ
い 

　
市
民
葬
儀 

市民葬儀料金表

料金（税込）祭壇の種類

151,200円三 段 飾

183,600円五 段 飾

216,000円上等三段飾

259,200円上等五段飾

青少年健全育成方針の
基本方針と重点目標

【基本方針】
子どもたちの夢と心をはぐくむのは私たち大
人です

【重点目標】
全体の取り組み
生きる力を養い、すべての命を大切にしよう

家庭での取り組み
子どもと心の通う温かな家庭を築こう

地域での取り組み
すべての大人が積極的に子どもたちと関わろ
う

学校での取り組み
学校・子どもたち・地域がふれあえる環境をつ
くろう

出張かるがもひろばの開催日・場所
場所開催日

むこうはら児童館5月10日貂
湖畔集会所5月11日貉
清水集会所5月18日貉
仲原集会所5月25日貉
新堀地区会館6月8日貉
さくらがおか児童館6月14日貂
かみきただい児童館6月21日貂
芋窪集会所6月27日豺

協
力
者
を
募
集
し
ま
す 

こ
ま
っ
た
と
き
の 

　
　
救
急
ハ
ウ
ス 

セーフティ教室 
道徳授業地区公開講座 
学校公開 

セーフティ教室 
道徳授業地区公開講座 
学校公開 

市立小・中学校 

市民葬儀指定取扱業者一覧

電話番号所在地指定取扱業者名
0120-482-333南街 2-1-4㈱あんしん葬祭
0120-470-470南街 1-11-9㈱セレモア
042-565-4455新堀 3-13-19総合祭典
042-567-0505南街 2-115-1㈱あさひセレモニー
042-562-3012蔵敷 3-863-8㈲三礼
0120-594-419清原 2-1279-7㈱東京都民葬祭
0120-297-511芋窪 5-1127-1㈱ドリーミーホール東大和

交通災害共済「ちょこっと共済」の加入受付を行なっています わずかな掛け金で加入でき、手続きも簡単です。
ぜひご加入ください／土木課・内線 1213 まで
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封
し
ま
す
。

②
通
所
型
・
訪
問
型
介
護
予
防

事
業：

対
象
の
方
に
は
、
高
齢

者
ほ
っ
と
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談

員
が
必
要
に
応
じ
て
介
護
予
防

プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

市
が
行
う
サ
ー
ビ
ス
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。

◎
一
次
予
防
事
業

　

高
齢
者
が
、
い
つ
ま
で
も
元

気
に
生
活
す
る
た
め
、
ま
た
高

齢
者
自
ら
が
地
域
等
に
お
け
る

介
護
予
防
活
動
に
主
体
的
に
参

加
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
実
施

す
る
事
業
で
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で　

歳
以

６５

上
の
方
な
ど

▽
事
業
内
容　

左
表
の
と
お
り

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
高
齢

介
護
課
・
内
線
１
１
７
９
ま
で
。

タ
ー
（
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
）

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

▽
講
師　

健
康
運
動
指
導
士
、

管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
等

▽
費
用　

無
料

▽
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
水
分
補

給
の
た
め
の
飲
み
物
、
筆
記
用

具
（
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
）

▽
申
込
み　

４
月　

日
貅
ま
で

２８

に
、
高
齢
介
護
課
（
市
役
所
２

階
）・
内
線
１
１
７
９
へ
。

は
筋
力
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
、
口

腔
機
能
等
の
向
上
に
と
て
も
効

果
の
あ
る
体
操
で
す
。
継
続
し

て
行
う
こ
と
で
介
護
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
活
動
に
興
味
関
心

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
、

８
回
の
講
座
に
全
て
参
加
で
き

る
方

▽
日
程　

５
月　

日
〜
７
月
１

１３

日
の
毎
週
金
曜
日
（
全
８
回
）

▽
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時　

分
（
８
回
目
は
４
時
ま
で
）

３０
▽
場
所　

奈
良
橋
市
民
セ
ン

タ
ー
（
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
）

▽
定
員　
　

人
２０

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

▽
指
導
者　

東
京
医
療
学
院
大

学
教
授
、
体
操
普
及
推
進
員
等

▽
申
込
み　

４
月　

日
貅
ま
で

２８

に
、
高
齢
介
護
課
（
市
役
所
２

階
）・
内
線
１
１
７
９
へ
。

高
齢
者
の
総
合
相
談
を
担
当
す

る
高
齢
者
ほ
っ
と
支
援
セ
ン
タ

ー
や
高
齢
介
護
課
（
市
役
所
２

階
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご

連
絡
い
た
だ
い
た
方
の
個
人
情

報
は
保
護
さ
れ
、
周
囲
に
漏
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
高
齢
者
ほ
っ
と
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護
者
の
方

か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
て
い

ま
す
。
介
護
の
不
安
や
悩
み
な

ど
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
養
護
者
（
家
族
等
）
に
よ
る

虐
待
や
養
護
者
の
支
援
に
関
す

る
こ
と
の
相
談
窓
口

�
高
齢
者
ほ
っ
と
支
援
セ
ン

タ
ー
い
も
く
ぼ
／
芋
窪
３
―
１

６
１
１
―
１
／
�　

―　

―
８

０４２

５６３

７
７
７
／
担
当
地
区：

多
摩
湖
、

芋
窪
、
蔵
敷
、
奈
良
橋
、
湖
畔
、

高
木
、
狭
山
、
上
北
台
１
・
２

丁
目

�
高
齢
者
ほ
っ
と
支
援
セ
ン

タ
ー
き
よ
は
ら
／
清
原
１
―
１

　

号
棟
１
階
／
�　

―　

―
１

３４

０４２

５９０

１
３
８
／
担
当
地
区：

清
水
、

仲
原
、
向
原
、
清
原
、
新
堀

�
高
齢
者
ほ
っ
と
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ん
が
い
／
南
街
２
―　
４９

―
３
／
�　

―　

―
８
１
３
３

０４２

５６６

／
担
当
地
区：

上
北
台
３
丁
目
、

桜
が
丘
、
立
野
、
中
央
、
南
街

▽
養
介
護
施
設
従
事
者
等
に
よ

る
虐
待
に
関
す
る
相
談
窓
口　

高
齢
介
護
課
・
内
線
１
１
３
７

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

　

東
京
都
と
の
連
携
事
業
で
振

り
込
め
詐
欺
対
策
の
た
め
、
自

動
通
話
録
音
機
を
貸
与
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方
が
居

６５

住
す
る
世
帯
で
、
機
器
の
設
置

を
希
望
す
る
世
帯

▽
予
約
方
法　

４
月　

日
貊
午

１５

前
９
時
か
ら
、
電
話
ま

た
は
防
災
安
全
課
（
市

役
所
３
階
）
で
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

順
で
受
け
付
け
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

身
分
証

明
書
等
を
持
参
の
う
え
、

防
災
安
全
課
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
貸
与
台
数　
　

台
３０

▽
主
な
機
能　

相
手
に

警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
し
、
会

話
を
自
動
録
音
し
ま
す
。

▽
貸
与
開
始
時
期　

４
月　

日
１５

貊
か
ら

※
東
大
和
警
察
署
で
も
同
様
の

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
す

で
に
警
察
署
か
ら
貸
与
さ
れ
た

世
帯
に
は
、
貸
与
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
予
定
貸

与
台
数
を
超
え
た
場
合
に
は
受

付
終
了
と
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
３
ま
で
。

　

高
齢
者
虐
待
は
年
々
増
加
し
、

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
高
齢
者
の
身
体
状
況
（
認

知
症
や
生
活
機
能
の
低
下
等
）

や
介
護
者
の
介
護
疲
れ
な
ど
、

そ
の
ほ
か
様
々
な
要
因
が
背
景

と
な
り
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
問
題
で
す
。
虐
待
を
早
期
に

発
見
し
、
虐
待
の
深
刻
化
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
地
域
の
あ
た
た

か
い
見
守
り
や
支
え
あ
い
な
ど

が
必
要
で
す
。
ご
近
所
で
「
ち

ょ
っ
と
変
だ
な
」
「
も
し
か
し

て
虐
待
か
な
？
」
と
心
配
さ
れ

る
高
齢
者
の
方
が
い
ま
し
た
ら
、

高
齢
者
の
虐
待
を

　
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

運
動
、
栄
養
、
お
口
（
口
腔
）

の
機
能
に
つ
い
て
、
高
齢
期
の

健
康
維
持
に
必
要
な
知
識
や
具

体
的
方
法
を
身
に
付
け
ら
れ
る

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
練
習
も
行
う
、
運
動

が
中
心
の
教
室
で
す
。

　

介
護
予
防
を
元
気
な
う
ち
か

ら
始
め
て
、
い
つ
ま
で
も
自
分

ら
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で　

歳
以

６５

上
の
方
。
要
支
援
、
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
８
回

全
て
参
加
で
き
る
方
を
優
先
。

▽
開
催
日　

５
月　

日
貅
・　

１２

１９

日
貅
・　

日
貅
、
６
月
９
日
貅
・

２６

　

日
貅
・　

日
貅
・　

日
貅
、

１６

２３

３０

７
月
７
日
貅

▽
時
間　

午
前　

時
〜　

時　

１０

１１

３０

分
（
９
時　

分
受
付
開
始
）

３０

▽
場
所　

奈
良
橋
市
民
セ
ン

◎
二
次
予
防
事
業

　

生
活
機
能
の
低
下
が
認
め
ら

れ
る
高
齢
者
を
対
象
に
介
護
予

防
事
業
を
行
い
、
加
齢
に
よ
り

低
下
し
が
ち
な
心
身
機
能
の
維

持
向
上
を
目
指
し
て
実
施
す
る

事
業
で
す
。

▽
対
象　

転
び
や
す
い
、
閉
じ

こ
も
り
が
ち
等
の
生
活
機
能
の

低
下
が
認
め
ら
れ
、
積
極
的
に

介
護
予
防
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
方
（
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ニ
ア
）

▽
事
業
内
容

①
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

調
査

�　

歳
以
上
の
方
（
要
支
援
・

６５
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
除
く
）
へ
、
生
活
機
能
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
「
基
本
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
調
査
を
配
布

し
ま
す
。

�
送
付
さ
れ
た
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

高
齢
介
護
課
（
市
役
所
２
階
）

へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

�
返
送
さ
れ
た
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
の
結
果
に
基
づ
き
、
介

護
予
防
事
業
の
利
用
が
望
ま
し

い
方
に
対
し
て
判
定
結
果
を
お

知
ら
せ
し
、
必
要
に
応
じ
て
介

護
予
防
事
業
の
お
知
ら
せ
を
同

介
護
予
防
事
業
 

介
護
予
防
事
業
 

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
介
護
予
防
 

二次予防事業　※事業内容の詳細、実施時期、場所等については、対象者にお知らせします。

定員・年間実施回数内容事業名分類

10人
9コース

高齢者向きのトレーニング機器で、筋力等の向上
を目指します。

筋力向上トレーニング
（1コース：28回）

通
所

20人
3コース

転倒予防のための体操を実践し、歩行能力の向上
を目指します。

転倒予防教室
（1コース：13回）

20人
3コース

歯みがき、お口の体操、バランスのよい食事内容を
学び、かむ、飲み込む機能（口腔機能）向上や栄養
改善を目指します。

お口の健康と栄養教室
（1コース：10回）

15人
3コース

認知症を予防する目的で、ウォーキングなどの運
動を習慣化し、認知機能の改善を目指します。

脳の若返り教室
（1コース：15回）

月1～2回
6か月間

心身の状況等から自宅から出ることが困難な場合、看
護職が訪問し介護予防等について相談を受けます。訪問型事業訪

問

一次予防事業　※事業内容、日程の詳細については、市報、ちらし等でお知らせします。
実施予定時期定員・年間実施回数内容事業名

5～7月、
9～11月

20人
2コース

転倒予防のための体操、お口の体
操、バランスの良い食事内容を学
び、介護予防に対する意識の向上
を目指します。

はつらつ倶楽部（全8回）

毎月第1月曜日（市役所本庁舎及
び現業棟耐震補強等工事完了後
に実施予定）

「東大和元気ゆうゆう体操」を実
践し、継続することで、転倒しに
くい体作りを目指します。

東大和元気ゆうゆう体操
in市役所中庭

5～7月20人
1コース

東大和元気ゆうゆう体操を正し
くでき、市の普及啓発活動に協力
できる人材を育成します。

体操普及推進員養成講座

介護予防についての知識、技術の普及啓発のため、地区組織に講師
を派遣します。地区組織等への講師派遣

各人の介護予防に関する資料等の保管に活用
配布対象者：介護予防事業参加者及び希望者介護予防手帳の配布

介護予防についての普及啓発
配布対象者：希望者パンフレットの配布

介
護
予
防
教
室 

は
つ
ら
つ
倶
楽
部 

　

東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体
操

を
普
及
す
る
活
動
（
イ
ベ
ン
ト

に
お
け
る
体
操
実
施
や
各
団
体

へ
の
講
師
と
し
て
の
派
遣
等
）

を
担
っ
て
い
た
だ
く
方
を
養
成

す
る
講
座
で
す
。

　

東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体
操

東
大
和 

元
気
ゆ
う
ゆ
う
体
操 

普
及
推
進
員 

　
　
　
養
成
講
座 

が
支
援
制
度
・
手
続
き
等
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
自
立
に
向
け
た
支

援
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象

�
市
内
に
居
住
し
、
失
業
等
に

よ
り
生
活
に
お
困
り
の
方

�
本
事
業
に
よ
る
支
援
を
必
要

と
さ
れ
る
方

※
住
居
確
保
給
付
金
の
利
用
は
、

一
定
の
資
産
収
入
要
件
等
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
詳
細
を
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
開
設
日
時　

月
〜
金
曜
日
午

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

▽
場
所　

市
役
所
１
階
相
談
室

（
食
堂
前
）

▽
問
合
せ　

く
ら
し
・
し
ご
と

応
援
セ
ン
タ
ー
「
そ
え
る
」・
内

線
１
０
８
１
ま
で
。

　

「
そ
え
る
」
で
は
、
経
済
的

な
問
題
と
あ
わ
せ
て
、
精
神
的

な
問
題
、
家
庭
の
問
題
な
ど
、

様
々
な
問
題
に
対
し
て
専
門
の

支
援
員
が
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
居
確
保
給
付
金
と

し
て
、
一
定
の
要
件
の
も
と
、

離
職
者
に
対
す
る
家
賃
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▽
「
そ
え
る
」
の
コ
ン
セ
プ
ト

�
相
談
を
行
っ
た
う
え
で
、
ご

本
人
に
と
っ
て
適
切
な
窓
口
へ

ご
案
内
し
ま
す
。

�
状
況
に
よ
っ
て
は
、
相
談
員

く
ら
し
・
し
ご
と

　

応
援
セ
ン
タ
ー
 

　
　
 
「
そ
え
る
」

一
人
で
悩
ま
ず
、
一
緒
に
 

解
決
策
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う

自
動
通
話
録
音
機

　
を
貸
与
し
ま
す

　
　（
追
加
募
集
）

▲自動通話録音機
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�

■
結
核
住
民
検
診
（
検
診
車
）

　

現
在
も
１
日
に
約　

人
の
方

６０

が
結
核
と
診
断
さ
れ
、
都
内
で

は
年
間
約
三
、
〇
〇
〇
人
の
方

が
発
病
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
は
感
染
後
６
か
月
か
ら

２
年
で
発
病
し
ま
す
が
、
感
染

後
長
い
年
月
を
経
て
か
ら
発
病

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

免
疫
を
抑
え
る
薬
等
を
使
用
し

て
い
る
方
や
抵
抗
力
の
低
い
乳

幼
児
が
か
か
る
と
、重
症
化
し
、

命
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

長
引
く 
咳 
や 
痰 
等
の
症
状
が

せ
き 

た
ん

見
ら
れ
る
場
合
は
、
検
診
を
待

た
ず
に
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◎
平
成　

年
度
結
核
住
民
検
診

２８

①
市
内
在
住
で
、
昭
和　

年
４

２７

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
／

日
程
・
場
所　

左
表
の
と
お
り

②
市
内
在
住
で
、
昭
和　

年
４

２７

月
２
日
〜
平
成　

年
４
月
１
日

１１

生
ま
れ
の
方
／
９
月　

日
貂
／

１３

場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

【
共
通
事
項
】

受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
〜

１５

　

時　

分
／
撮
影
時
間　

午
前

１０

４５

９
時　

分
〜　

時

３０

１１

※
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

〈
注
意
事
項
〉

�
１
年
度
に
１
回
ま
で
の
受
診

と
な
り
ま
す
。

�
ネ
ッ
ク
レ
ス
等
の
装
飾
品
、

ボ
タ
ン
や
金
属
の
付
い
た
衣
類
、

下
着
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

�
上
半
身
は
脱
ぎ
着
し
や
す
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

�
レ
ン
ト
ゲ
ン（
放
射
線
）撮
影

で
す
。
他
の
放
射
線
を
使
用
し

た
検
査
の
予
定
が
あ
る
方
は
、

時
期
等
を
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
し
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
５

０４２

５６５

２
１
１
ま
で
。

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
〜
６
か
月
）

　

生
後
４
〜
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
５
月　

日
貉
午
後
１

１１

時　

分
〜
３
時
／
場
所　

市
立

３０
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込

２０

順
。
４
月　

日
豺
か
ら
受
付
開

１８

始
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作
り
方

の
話
、
試
食
（
保
護
者
の
み
）

／
母
子
健
康
手
帳
、筆
記
用
具
、

お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ

も

■
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
「
知

っ
て
い
ま
す
か
？
い
つ
誰
が
な

っ
て
も
お
か
し
く
な
い
生
活
習

慣
病
」

　

ち
ょ
っ
と
血
圧
が
高
い
、
ち

ょ
っ
と
お
腹
が
出
て
き
た
な
ど

は
体
の
黄
色
信
号
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
生
活
習
慣
を
見

直
し
ま
せ
ん
か
。

　

概
ね　

歳
未
満
の
方
／
日

６５

時
・
内
容
・
講
師
等　

左
表
の

と
お
り
／
場
所　

市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
／　

人
程
度
（
申
込
順
）

２０

■
１
日
１
回
は
こ
こ
ろ
の
体
温

計
で
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
！

　

新
し
い
生
活
や
環
境
の
変
化

で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
ま
せ

ん
か
。

　

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
と
は
、

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
、
自
身
や
身

近
な
ご
家
族
の
こ
こ
ろ
の
状
態

を
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
で
す
。
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第
二
分
団　

竹
内
真
徳

第
三
分
団　

尾
崎
清
宣

第
四
分
団　

武
藤
修
一

第
五
分
団　

金
野
眞
澄

第
六
分
団　

比
留
間
裕
一

第
七
分
団　

金
井
康
哲

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
１
ま
で
。

　

任
期
は
、
平
成　

年
３
月
ま

３１

で
の
３
年
間
で
す
。（
敬
称
略
）

○
団
長　

星
野
誠

○
副
団
長　

並
木
史
浩

　
　
　
　
　

目
黒
雄
介

　
　
　
　
　

福
原
嘉
昭

○
分
団
長

第
一
分
団　

森
田
智
和

◎
祝
日
の
ご
み
収
集

　

４
月　

日
貊
・
５
月
３
日

２９

貂
・
４
日
貉
・
５
日
貅
の
ご
み

収
集
は
、
ご
み
排
出
カ
レ
ン
ダ

ー
の
と
お
り
で
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
ご
み

対
策
課
・
内
線
１
２
４
１
ま
で
。

■
東
大
和
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
等
運
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

定
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
市
民
（
地
域
）、
運

行
事
業
者
、
市
が
協
働
し
、
持

続
可
能
な
地
域
交
通
を
構
築
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
東
大

和
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
運

行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

詳
細
は
、都
市
計
画
課（
市
役

所
２
階
）
及
び
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー（
市
役
所
３
階
）で
の
閲
覧

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）、

ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
／
都
市
計
画

課
・
内
線
１
２
５
６
ま
で
。

■
農
地
の
管
理
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

　

東
大
和
市
の
農
地
は
農
産
物

を
供
給
す
る
だ
け
で
な
く
、
環

境
・
食
育
・
防
災
面
等
様
々
な

機
能
を
有
し
た
、
残
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
場

所
で
す
。次
の
こ
と
に
注
意
し
、

農
地
の
適
切
な
管
理
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

▽
市
民
の
皆
さ
ん
へ

�
農
地
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
農
地
に 
柵 
が
設
置
さ
れ
て
い

さ
く

な
く
て
も
立
ち
入
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
農
地
を
所
有
す
る
方
々
へ

�
雑
草
を
繁
茂
さ
せ
て
い
る
、

耕
う
ん
の
み
で
作
付
け
を
行
わ

ず
に
砂
ぼ
こ
り
が
立
ち
や
す
い

状
態
に
し
て
い
る
場
合
、
近
隣

の
農
地
や
住
民
の
方
々
の
ご
迷

惑
と
な
り
ま
す
の
で
、
適
切
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
農
地
を
相
続
し
た
場
合
は
農

業
委
員
会
に
届
出
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

お
近
く
の
農
業
委

員
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局

（
産
業
振
興
課
）・
内
線
１
０
７

２
ま
で
。

■
災
害
時
協
力
農
地
に
看
板
を

設
置
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
地
震
等
の
災
害
時

に
備
え
た
「
災
害
時
に
お
け
る

農
地
の
使
用
及
び
生
鮮
食
料
品

の
調
達
に
関
す
る
協
定
」（
Ｊ
Ａ

東
京
み
ど
り
平
成　

年
３
月
）

２６

に
基
づ
き
、
登
録
し
た
協
力
農

地
に
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
都
市
農
業
の
理
解

と
保
全
及
び
農
地
の
空
間
活
用

に
よ
る
防
災
機
能
の
強
化
に
着

目
し
て
、
農
地
所
有
者
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
設

置
し
た
も
の
で
す
／
防
災
安
全

課
・
内
線
１
３
５
２
ま
で
。

■
東
大
和
市
消
防
団
〜
新
体
制

が
決
ま
り
ま
し
た
〜

　

東
大
和
市
消
防
団
の
役
員
任

期
満
了
に
伴
い
、
４
月
１
日
付

で
次
の
方
が
団
長
、
副
団
長
、

分
団
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
に
行
っ
た
飼
い

２８

犬
、
飼
い
猫
及
び
飼
い
主
の
い

な
い
猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術
費

用
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

▽
助
成
額　

左
表
の
と
お
り

※
犬
の
助
成
を
受
け
る
に
は
、

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

�
手
術
内
容
の
分
か
る
領
収
書

�
通
帳
な
ど
金
融
機
関
の
口
座

番
号
と
支
店
名
の
分
か
る
も
の

�
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
の
も
の
）

▽
申
請
期
限　

手
術
日
を
含
め

　

日
以
内
か
つ
平
成　

年
３
月

９０

２９

　

日
ま
で

３１▽
申
請
場
所　

市
立
保
健
セ
ン

タ
ー

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

利
用
料
金
は
無
料
で
す
（
通
信

料
は
自
己
負
担
）。

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
市
へ
の
ご
寄
付

　

次
の
団
体
か
ら
市
へ
の
ご
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
樹
木（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）１
本

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
東
大

和
　

立
野
西
公
園
に
植
樹
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
市
役
所
の
耐
震
補
強
等
工
事

の
工
期
を
延
長
し
ま
す

　

市
役
所
で
現
在
、
耐
震
補
強

等
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

新
た
な
改
修
等
が
必
要
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
６
月

２８

ま
で
の
工
期
を
３
か
月
延
長
し
、

同
年
９
月
ま
で
と
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
／
総
務
管
財
課
・
内
線
１
３

１
１
ま
で
。

■
ご
み
対
策
課
か
ら

◎
廃
棄
物
の
広
報
紙
（
ご
ろ
す

け
だ
よ
り
）
を
発
行
し
ま
す

　

平
成　

年　

月
に
第
１
号
を

２７

１１

発
行
し
た
広
報
紙
（
ご
ろ
す
け

だ
よ
り
）
の
第
２
号
を
５
月
以

降
に
順
次
、全
戸
配
布
し
ま
す
。

　

４
月
の
診
療
日
及
び
担
当
歯

科
医
院
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
診
療
日　

４
月　

日
貊

２９

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
３０

〜
午
後
４
時

▽
場
所　

黒
米
歯
科
医
院
（
南

街
５
―　

―
５
）
�　

―　

―

９５

０４２

５６２

２
２
６
１

▽
持
ち
物　

保
険
証
（
乳
幼
児

医
療
証
等
を
お
持
ち
の
方
は
、

併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※
受
診
前
に
、
必
ず
歯
科
医
療

機
関
に
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
内
の
歯
科
医
療
機
関
に
よ

る
輪
番
制
な
の
で
、
毎
回
場
所

が
異
な
り
ま
す
。　

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

◎
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

祝
日
等
 

　歯
科
応
急
診
療
 ●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ●  

黒米歯科医院 青
梅
街
道 銀行 

ロー
タリー

 

東大
和市
駅 

〈平成28年度 結核住民検診日程〉

場所日程

清原市民センター5月10日貂

市立保健センター6月7日貂

市立保健センター10月11日貂

湖畔集会所平成29年1月10日貂

市立保健センター平成29年2月14日貂

持ち物内容（講師）日時

筆記用具、健康手帳（お持ち
の方）

医師の講話（林秀和氏）、
歯科の講話（歯科衛生士）

5月19日貅
午後1時30分～4時

筆記用具、健康手帳（お持ち
の方）、飲み物、動きやすい服
装

足指力測定と結果説明（保
健師）、運動の実技と講話
（運動指導士）

5月24日貂
午後1時30分～4時

筆記用具、健康手帳（お持ち
の方）、エプロン、三角巾
※希望者のみご自宅の味噌汁
（お椀1杯分約100ml）

栄養講話と調理実習、
塩分濃度測定（栄養士）

5月26日貅
午前9時30分～

午後0時30分

避妊・去勢手術費用の助成額

助成額内容

3,500円避妊
犬

2,500円去勢

2,500円避妊
猫

1,500円去勢

携帯電話で上図のＱＲコードを
読み取ることで利用できます。

飼
い
犬
・
飼
い
猫
等
 

　

避
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
助
成
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2 0 1 6 ・ 4 ・ 1 5�

〈
一
般
書
〉

�
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
《
プ
リ

マ
ヴ
ェ
ラ
》
の
謎

 
ポ
ン
セ , 
ク
リ
ス
ト
フ 
著

�　

の
奇
妙
な
話

１０
 
ジ
ャ
ク
ソ
ン , 
ミ
ッ
ク 
著

�
体
に
や
さ
し
い
昔
な
が
ら

の
治
し
方

　
　
　
　

谷
口 
奈
津
子 
著

�
お
し
ょ
り
ん

　
　
　
　
　

藤
岡 
陽
子 
著

�
週
末
移
住
か
ら
は
じ
め
よ

う　　
　
　

友
枝 
康
二
郎 
著

〈
児
童
書
〉

�
の
っ
ぽ
の
ス
イ
ブ
ル　
１５５

　
　
　

こ
も
り 
ま
こ
と 
著

�
ガ
ス
こ
う
じ
ょ
う
き
き
い

っ
ぱ
つ

　
　

シ
ゲ
リ 
カ
ツ
ヒ
コ 
作

�
遠
野
物
語

　
　
　
　

柳
田 
國
男 
原
作

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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健康づくりの気付きの１歩に　　
　　　　　健診を受けましょう！　
　みなさんは１年に１度、健康診査（以下

健診）を受けていますか。自分らしい健や

かな毎日を送るためには、日頃の健康管理

が大切です。そのための第一歩が健診です。

　体の状態は日々変化していて、なかでも

生活習慣病は、初めはほとんど自覚症状が

ないことから、症状がない日頃から健康状

態をチェックしておく必要があります。

　健診の結果、異常がなければ安心できま

すし、自分の健康状態を把握し、日常生活

の中でどんな点に注意すればよいかも分か

ります。そのためにも、まず健診を受ける

ことが大切です。

　年齢によって、申込方法や受診期間が異

なります。下記を参考にして健診を受けま

しょう。

【２０～３９歳の方】

　学校や勤務先等で健診を受ける機会がな

い方は、市の基本健診をご利用ください。

【４０歳以上の方】

　加入している健康保険で健診を実施して

います。国民健康保険に加入されている方

は、市役所保険年金課から健診のご案内を

します。

　市で行っている健診の時期や内容、その

他がん検診は、４月上旬に全戸配布しまし

た「健康づくりカレンダー」をご覧ください。

　健康に関する相談・問合せは、市立保健

センター（�０４２-５６５-５２１１）まで。

市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで

■
国
民
健
康
保
険
〜
東
京
都
国

保
連
合
会
「
国
保
温
泉
セ
ン
タ

ー
」
割
引
利
用
券
を
配
布
し
て

い
ま
す

利
用
対
象
者　

東
大
和
市
の
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
／
利
用

対
象
施
設　

檜
原
村
「
数
馬
の

湯
」、奥
多
摩
町「
も
え
ぎ
の
湯
」、

あ
き
る
野
市
「
瀬
音
の
湯
」、日

の
出
町
「
つ
る
つ
る
温
泉
」
／

利
用
方
法　

割
引
利
用
券
を
提

出
し
、
各
施
設
の
割
引
後
の
利

用
料
金
等
を
お
支
払
い
く
だ
さ

い
／
利
用
期
限　

平
成　

年
３

２９

月　

日
／
配
布
場
所　

保
険
年

３１
金
課
（
市
役
所
１
階
）。必
ず
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
／
１
枚
で
３

人
ま
で
利
用
可
。
な
お
、
割
引

利
用
券
は
一
定
数
用
意
し
て
あ

り
ま
す
が
、
在
庫
が
無
く
な
り

次
第
配
布
は
終
了
と
な
り
ま
す

／
保
険
年
金
課
・
内
線
１
０
２

３
ま
で
。

■
社
会
福
祉
協
議
会
〜
手
話
講

習
会
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

高
校
生
以
上
の
方
／
初
級
ク
ラ

ス
は
５
月　

日
貉
か
ら
、
中
級

２５

ク
ラ
ス
は
５
月　

日
貅
か
ら
、

２６

上
級
ク
ラ
ス
は
５
月　

日
貂
か

２４

ら
（
い
ず
れ
も
昼
・
夜
コ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
）。５
月　

日
貉
に

１８

合
同
開
講
式
を
開
催
し
ま
す
／

昼
コ
ー
ス
は
午
前
９
時　

分
〜

３０

　

時　

分
、
夜
コ
ー
ス
は
午
後

１１

３０

７
時
〜
９
時
／
場
所　

社
会
福

祉
協
議
会
他
／
各　

人
（
申
込

３０

多
数
の
場
合
は
抽
選
）
／
費
用

三
、
三
六
〇
円
か
ら
／
申
込
み

募
集
要
項
を
確
認
し
、
所
定
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
４
月　

日
貅
ま
で
に
社
会

２８

福
祉
協
議
会
（
〒　
　

東
大
和

２０７-
００１５

市
中
央
３
―　

―
３
、
フ
ァ
ク

９１２

ス　

―　

―
３
６
８
０
）
へ
お

０４２

５６４

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
募
集
要

項
と
申
込
書
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
プ

リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
／
社

会
福
祉
協
議
会
�　

―　

―
０

０４２

５６４

０
１
２
へ
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

会
員
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
除
草
・
清
掃
、
植
木
せ
ん

定
、
ご
家
庭
の
清
掃
・
食
事
作

り
、
自
転
車
整
理
、
施
設
管
理

な
ど
や
、
労
働
者
派
遣
で
働
く

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

納
税
課（
市
役
所
１
階
）で
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専
用
端

末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を
入
力

す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替
の
申

込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー
口
座

振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
（
金
融
機
関
の
届
出
印

は
不
要
で
す
）。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線

１
０
４
１
ま
で
。

土
曜
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

《今月の納期》 
　納期限　5月2日（月） 

 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・国民健康保険税 過年度分第1期分 

・介護保険料 過年度分第1期分 

・後期高齢者医療保険料 過年度分第1期分 

������������������������������������

　

会
員
に
な
る
に
は
入
会
説
明

会
に
参
加
し
、
登
録
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
市
内
に
居
住
す

る　

歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意

６０
欲
が
あ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
事
業
を
理
解
し
、
賛

同
す
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
登
録
で
き
ま
す
。

　

入
会
説
明
会
に
参
加
す
る
場

合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
�　

―　

―
０
５
３
１
へ
。

０４２

５６５

■
中
小
機
構
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ

〜
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ .
Ｃ 
ｏ .
創
業
よ
ろ

ず
個
別
相
談
会

　

女
性
対
象
（
創
業
に
関
心
の

あ
る
方
、
創
業
を
目
指
し
て
い

る
方
、
顧
客
開
拓
に
苦
慮
し
て

い
る
中
小
企
業
の
経
営
者
）
／

４
月　

日
貉
・　

日
貉
い
ず
れ

２０

２７

も
午
前
９
時　

分
か
ら
、　

時

３０

１１

か
ら
、
午
後
１
時
か
ら
、
２
時

　

分
か
ら
、３
時　

分
か
ら（
１

２０

４０

回
１
時
間
以
内
。事
前
申
込
制
）

／
場
所　

中
小
企
業
大
学
校
東

京
校
／
創
業
支
援
者　

溝
口
暁

美
氏
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
中
小
機
構
ビ
ジ
ネ
ス
ト
」
と

検
索
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
／
同
担

当
�　

―　

―
１
１
９
５
へ
。

０４２

５６５

□
季
節
の
し
お
り
（
東
大
和
市

フ
ォ
ト
季
の
会
）
／
４
月　

日
２８

〜
５
月　

日
午
前　

時
〜
午
後

１２

１０

５
時
（
初
日
は
午
前　

時
か
ら
、

１１

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）
／

■場
中
央
図
書
館
／
主
に
東
大
和

市
内
の
風
景
／
■問
 

伊
藤　

―　
０４２

５６２

―
３
７
３
９

□
介
護
家
族
の
会
「
し
ゃ
ぼ
ん

玉
」（
ま
め
の
会
）
／
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
方
、
経
験
者
等

／
４
月　

日
、
５
月　

日
い
ず

１７

１５

れ
も
午
前　

時
〜　

時　

分
／

１０

１１

４５

■場
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま

め
／　

人
位
／
介
護
の
悩
み
、

１０

情
報
交
換
等
で
気
持
ち
を
軽
く

し
ま
し
ょ
う
／
認
知
症
の
ご
家

族
と
同
伴
で
も
大
丈
夫
で
す
／

■費
 
　

円（
お
茶
代
等
）／
■問
 

デ
イ

１００
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め　

―
０４２

　

―
９
７
７
８

５６５□
地
域
交
流
の
場
「
ま
め
家
」

（
ま
め
の
会
）
／
子
ど
も
連
れ
の

方
も
可
／
①
４
月　

日
②
５
月

１７

１
日
③
５
月　

日
い
ず
れ
も
午

１５

後
１
時　

分
〜
４
時
／
■場
デ
イ

３０

サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め
／
各

　

人（
申
込
順
）／
介
護
予
防
の

１０

集
ま
り
。
①
フ
ル
ー
ト
演
奏
と

大
人
の
ぬ
り
絵
（
花
）
②
う
ど

ん
作
り
に
挑
戦
（
■持
 

エ
プ
ロ
ン
、

ス
カ
ー
フ
）
③
講
談
風
朗
読
、

脳
ト
レ
、
ゆ
う
ゆ
う
体
操
も
あ

り
ま
す
／
■費
 

各　

円
（
参
加
費
）

２００

／
■申
 

①
②
③
い
ず
れ
も
前
日
ま

で
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う

ま
め　

―　

―
９
７
７
８
へ
。

０４２

５６５

□
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
体
験
会

（
ひ
ま
わ
り
Ｂ
Ｔ
Ｃ
）
／
市
内

在
住
・
在
勤
者
／
５
月　

日
午

１１

前
９
時　

分
〜　

時　

分
／
■場

３０

１１

３０

東
大
和
市
ロ
ン
ド
み
ん
な
の
体

育
館
／
小
型
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
。

用
具
は
準
備
し
ま
す
。
初
心
者

に
も
や
さ
し
く
楽
し
さ
を
実
感

で
き
ま
す
／
■講
 

永
吉
順
子
／
■持
 

体
育
館
履
き
、
水
筒
／
運
動
し

や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
／
■申
 

４
月　

日
ま
で
に
平
野

２９

　

―　

―
２
８
５
７
へ
。

０４２

５６５

□
テ
ニ
ス
大
会
〔
団
体
戦
〕（
テ

ニ
ス
連
盟
）
／
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
（
中
学
生
以
上
）
で

６
人
以
上
の
チ
ー
ム
で
ダ
ブ
ル

ス
３
ペ
ア
（
女
性
チ
ー
ム
、
男

女
混
合
チ
ー
ム
可
）
／
５
月　
２９

日
午
前
８
時　

分
〜
午
後
６
時

２０

（
予
備
日
６
月　

日
）
／
■場
東
大

２６

和
市
ロ
ン
ド
テ
ニ
ス
ス
ク
エ
ア

／
■費
 

１
チ
ー
ム
八
千
円
、
中
学

生
二
千
円
、
高
校
生
三
千
円
、

加
盟
団
体
五
千
円
／
■申
 

５
月
６

日
ま
で
に
東
大
和
市
ロ
ン
ド
み

※
凡
例　

■場
場
所
、
■講
 

講
師
、

■費
 

費
用（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

���������������������������������������������������

ん
な
の
体
育
館
に
あ
る
台
帳
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
／
■問
 

テ
ニ

ス
連
盟
メ
ー
ルhyt@

hytennis.

org□
第　

回
春
季
市
民
ソ
フ
ト
テ

８３

ニ
ス
大
会
〔
団
体
戦
〕（
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
連
盟
）
／
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
・
在
ク
ラ
ブ
で
中

学
生
以
上
の
方
／
５
月　

日
午

１５

前
８
時
〜
午
後
６
時
（
予
備
日

６
月
５
日
）
／
■場
東
大
和
市
ロ

ン
ド
テ
ニ
ス
ス
ク
エ
ア
／　

人
９０

（
申
込
順
）
／
男
女
別
１
チ
ー

ム
６
人
の
ク
ラ
ス
分
け
団
体
戦

／
■費
 

１
チ
ー
ム
三
千
円
／
■申
 

５

月
６
日
ま
で
に
貴
島　

―　

―

０４２

５１１

１
８
５
７
へ
。

□
自
然
観
察
会
「
ハ
ル
ゼ
ミ
の

鳴
く
林
で
、
春
の
花
を
見
よ
う
」

（
環
境
を
考
え
る
会
）
／
５
月

８
日
午
前
９
時　

分
〜
午
後
０

３０

時　

分：

郷
土
博
物
館
前
集
合

３０

（
雨
天
中
止
）
／
■場
狭
山
丘
陵
・

都
立
東
大
和
公
園
／
散
策
し
、

草
花
を
観
察
し
ま
す
／
■講
 

廣
井

敏
男
／
■持
 

ル
ー
ペ
、
双
眼
鏡
、

筆
記
用
具
、
飲
み
物
／
■問
 

原　
０４２

―　

―
０
９
９
７

５６３
□
第　

回
み
ん
な
の
家
ま
つ
り

２３

作
品
市
（
み
ん
な
の
会
）
／
５

月　

日
午
前　

時
〜
午
後
２
時

１５

１０

／
バ
ザ
ー
品
の
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
（
古
着
、
人
形
、
大
型

家
具
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）
／

■問
 

第
二
み
ん
な
の
家　

―　

―

０４２

５６７

０
２
６
７

□
太
極
拳
会
員
募
集
（
太
極
拳

一
楽
庵
）
／
毎
週
土
曜
日
午
後

２
時
〜
３
時　

分
／
■場
東
大
和

３０

市
ロ
ン
ド
み
ん
な
の
体
育
館
／

気
功
法
を
と
り
入
れ
た
太
極
拳

練
習
／
■月
 

二
千
円
／
■問
 

大
村　
０４２

―　

―
０
２
４
０

５６４
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●妖怪影絵劇「ゲゲゲの鬼太
郎」

�水木プロダクション
　

　７月１０日 豸午後１時開演／
大ホール　全席指定／大人
２,５００円（友の会２,２５０円）、子ど

新規に発売する自主事業

も（中学生以下）1,500円、３歳
未満のひざ上鑑賞は無料／友
の会先行予約は４月１５日貊ま
で（電話予約のみ）、一般販売
は４月１６日貍から電話予約の
受付を、４月１７日豸から窓口
での販売を開始します。

 

●劇団四季ファミリーミュー
ジカル「エルコスの祈り」

　５月４日（祝日）午後１時
開演／大ホール　全席指定／
大人５,０００円（友の会４,５００円）、
小学生以下３,０００円（公演当日

チケット発売中の自主事業

３歳以上小学生以下）、３歳未
満のひざ上鑑賞は無料。

 

●ロビーコンサート 卯  月 
う づき

　東大和の音楽家たちパート
　２６～春風に愛をのせて～
　４月２７日貉／正午開演／
入場無料／出演　飯田礼香
（ピアノ）、安永武司（ク
ラリネット）、鹿内真理（ソ
プラノ）、闍市貴久枝（ピ
アノ伴奏）、三平順子（ピ
アノ伴奏）

 

　市民を対象とした調整会議
は  ５月１日 豸午後１時３０分
から行います。

ロビーコンサート

５月の施設利用の申込み
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■
国
民
年
金
保
険
料
前
納
割
引

制
度
（
現
金
払
い
）
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
は
一
定
期

間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め

る
こ
と
で
、
割
引
と
な
る
「
前

納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
保
険
料
に
つ

２８

い
て
、１
年
度
分（　

か
月
分
）

１２

を
現
金
で
前
納
す
る
と
「
三
、

四
六
〇
円
」
の
割
引
（
１
年
度

分
の
保
険
料
額
一
九
万
五
、
一

二
〇
円
が
一
九
万
一
、
六
六
〇

円
へ
）。６
か
月
分
を
現
金
で
前

納
す
る
と「　

円
」
の
割
引（
６

７９０

か
月
の
保
険
料
額
九
万
七
、
五

六
〇
円
が
九
万
六
、
七
七
〇
円

へ
）。

※
１
年
度
分
・
６
か
月
分
前
納

用
の
納
付
書
は
、
４
月
上
旬
に

発
送
し
ま
し
た
。

※
１
年
度
分
（　

か
月
分
）・
６

１２

か
月
分
前
納
の
お
支
払
い
期
限

は
平
成　

年
５
月
２
日
豺
で
す
。

２８

※
現
金
払
い
で
の
前
納
は
、
１

年
度
分
（　

か
月
分
）
や
６
か

１２

月
分
だ
け
で
は
な
く
、
任
意
の

月
分
か
ら
年
度
末
ま
で
の
分
を

前
納
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

こ
の
場
合
、
別
に
納
付
書
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
立
川
年

金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例

免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加

入
し
て
い
た
方
が
退
職（
失
業
）

す
る
と
、
保
険
年
金
課
（
市
役

所
１
階
）
で
国
民
年
金
の
加
入

手
続
き
を
行
い
、月
額
一
万
六
、

二
六
〇
円
（
平
成　

年
度
）
の

２８

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な

方
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険

料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

特
例
免
除
制
度
は
、退
職（
失

業
）
し
た
年
度
及
び
翌
年
度
に

限
り
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
通
常
、
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
た
め
に
は
、
申
請
者
本

人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
方
が

所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例
免
除

で
は
、
審
査
の
対
象
と
な
る
申

請
者
本
人
の
所
得
を
除
外
し
て

審
査
を
行
い
ま
す
。

　

特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場

合
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
等
の
公
的
機
関
の
証
明
書
の

写
し
を
添
付
し
て
、
保
険
年
金

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
学
生
の
方
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
は
、
学
生
納
付
特

例
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
は
印
鑑
（
自
動
印
を

除
く
）
が
必
要
で
す
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

▽
電
話
番
号

０
５
７
０
―　

―
１
１
６
５

０５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
、

祝
日
は
除
く
）迯
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
１５

※
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

�
第
２
土
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

迯
午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
６
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

申込対象月施設名
平成２９年５月大・小ホール
平成２８年１１月その他の施設

多摩湖周回道路の距離標示
　東京マラソンが始まってから 10 年が経ち、
今年は約 36, 500 人が参加しました。毎年市民
ランナーの数は増え、多摩湖周辺でも大勢の市
民ランナーを見かけるようになりました。
　多摩湖周回道路は大きく一周すると約12km
ありますが、今まで周回の距離標示はありませ
んでした。市民ランナーは初心者の頃はタイム
など気にせず、ダイエットや運動不足解消など
を目的とすることがありますが、定期的に継続
することで、徐々に走れる距離が増えたり、ス
ピードが上がってきます。この微妙な変化が市
民ランナーには快感であり、それを求めて更な
る進歩を目指します。更に体重が落ちたり、血
液検査の数値が改善されるランナーも多いと聞
きます。そのような効果もあり、市民ランナー
の数が毎年増えているようです。
　しかし、ある程度走れるようになり、マラソ
ン大会などに参加するようになると、今度はタ
イムが気になってきます。タイムはマラソン大
会だけでなく、練習でも必要となり、１kmご
とや５kmごとにラップタイムを計り、自分の
ペース配分の目安とします。また、タイムを計
ることで、その日の小さな体調の変化も感じる
ようになり、好きなランニングをすることで、
体調管理ができるようになってきます。
　数年前から東大和市と東京都が多摩湖に周回
の距離標示を付けることを検討してきました。
そして２月に多摩湖周回の距離標示ができまし
た。これは市民ランナーにとっては、とても大
きな出来事であり、これから多くの市民ランナ
ーが集まる場所になるでしょう。
　健康のために多摩湖周回道路を歩く人も大勢
います。気ままな散歩から、距離を意識して更
なる健康を目指す人も増えると思います。この
距離標示は、多摩湖周回道路を利用する多くの
人々の様々な目標の標示となり、健康増進への
標示となることでしょう。

（市民記者　大隈広貴）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ
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古紙含有率 70％再生紙を使用しています �

ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414

疾走・激走・感動を見る
第 26回多摩湖駅伝大会写真展示

�東大和市ふれあい広場／4月15日貊～24日豸
　午前11時～午後 6 時
�郷土博物館ロビー／5月11日貉～20日貊
　午前 9 時～午後 5 時（最終日は正午まで）
※市役所については、庁舎耐震工事のため
　実施しません。
�問合せ　社会教育課・内線1553まで。


